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古
巣
園
（
渡
辺
）
去
何
の
発
句
集
は
、
二
冊
現
存
し
て
い
る
。
一
冊
は
京
都
の
野
風
呂
記
念
館
蔵
本
『
古
巣
発
句
集
』（
以
下
、
野
風
呂
本
）、

他
は
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
『
古
巣
発
句
集
』（
以
下
、
岩
瀬
本
）
で
あ
る
。
何
れ
も
去
何
の
自
筆
本
で
、
野
風
呂
本
が
清
書
本
、
岩
瀬
本
が
そ

れ
に
記
す
所
の
「
中
清
書
本
」
で
あ
る
。
詳
細
な
考
証
に
つ
い
て
は
、
本
稿
五
、
六
頁
に
後
述
す
る
。
本
稿
で
は
、
清
書
本
で
あ
る
野
風
呂
本
を

影
印
と
翻
刻
で
紹
介
し
、
岩
瀬
本
に
よ
っ
て
校
異
を
行
う
。

　

去
何
は
、
渡
辺
氏
。
通
称
、
甚
介
、
小
惣（『
五
升
庵
上
人
年
譜
便
注
⑴
覧
』
以
下
、『
年
譜
』）。
諱
、
保
原（『
年
譜
』）、
栄（『
年
譜
』）、
朗
。
字
、
明

夫（
角
川
俳
文
学
大
辞
典
）、
一
澈
。
別
号
、
蓮
池
堂（『
年
譜
』）、
古
巣
園
、
如
意
庵
。
法
号
、
禅
定
院
虚
庵
宗
空
居
士
。
宝
暦
元（
一
七
五
一
）
年

二
月
五
日
生
、
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
午
二
月
一
七
日
と
も
（『
年
譜
』）。
文
化
一
三
（
一
八
一
六
）
年
五
月
三
日
（『
古
巣
堂
遺
注
⑵
稿
』
の
墓
碑
草

稿
に
は
二
日
と
す
る
が
、
同
序
文
に
は
三
日
と
す
る
）
卒
、
享
年
六
六
。
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
、
近
江
国
速
水
（
滋
賀
県
東
浅
井
郡
）
の
村
長
。

俳
諧
作
者
。
蝶
夢
門
。
安
永
八
年
に
入
門
。
蝶
夢
の
編
著
の
版
下
筆
者
で
、
旅
に
も
従
っ
た
。
天
明
二（
一
七
八
二
）年
八
月
、
但
馬
国
の
天
の
橋
立
、

城
之
崎
に
同
行
し
た
記
念
集
が
『
湯
あ
み
の
日
記
』（
所
蔵
未
詳
、『
蝶
夢
全
集
』）
で
あ
る
。
ま
た
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
三
月
、
摂
津
、
河

内
へ
蝶
夢
、
伴
蒿
蹊
と
同
行
し
た
記
念
集
が
『
道
ゆ
き
ぶ
り
』
で
あ
る
。
蝶
夢
一
三
回
忌
集
『
ひ
と
よ
ふ
ね
』
編
。
国
学
は
伴
蒿
蹊
に
師
事
す
る
。

　

父
は
、
一
滴
翁
。
去
何
が
一
四
歳
の
時
、
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
二
月
二
九
日
に
没
す
る
。
母
は
、
八
木
氏
の
女
、
妙
玉
尼
、
寛
政
三

（
一
七
九
一
）
年
一
一
月
（
一
〇
月
と
も
）
三
日
卒
。
子
は
男
四
人
、
輝
、
昶
、
栄
、
霖
が
い
る
。
次
男
の
昶
は
、
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
四

月
一
一
日
生
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
八
月
一
八
日
卒
、
享
年
五
二
。
通
称
、
圭
輔
。
膳
所
藩
医
。
旭
山
、
蘅
園
と
号
し
漢
詩
を
能
く
す
る
。

四
男
の
霖
は
、
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
一
〇
月
二
一
日
生
。

　
（
以
上
は
、『
古
巣
堂
遺
稿
』
の
墓
碑
草
稿
、
錫
馬
著
『
五
升
庵
道
統
系
注
⑶

譜
』、
錫
馬
著
『
五
升
庵
上
人
年
譜
便
覧
』、
和
泉
書
院
刊
『
蝶
夢
全

集
』、
角
川
『
俳
文
学
大
辞
典
』
田
中
道
雄
稿
な
ど
を
参
照
し
た
。）

　

次
に
、
墓
碑
草
稿
（『
古
巣
堂
遺
稿
』）
を
あ
げ
て
お
く
。

『
古
巣
発
句
集
』
解
題
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好
国
学
最
善
俳
歌　

師
蝶
夢
上
人
及
伴
蒿

蹊
翁　

毎
以
嘯
咏
為
事
名
振
一
時
従
遊
者
頗

多　

年
五
十
有
五
薙
髪　

逃
禅　

参
漢
三
和
尚

更
号
虚
庵
空
居
士　

文
化
十
三
年
五
月
二
日

病
卒　

距
生
宝
暦
元
年
二
月
五
日　

享
年
六
十

有
六　

葬
村
西
先
瑩
側　

所
著
老
慰
草
二

巻　

随
筆
二
巻　

配
源
氏　

子
男
四
人　

長
輝
嗣

家　

次
昶
以
医
仕
膳
所
侯　

次
栄
遺
命
折
産

次
霖
為
僧
住
犬
上
元
呂
庵　

輝
攀
慕
号
叫

痛
貫
心
骨
昊
天
罔
極　

嗚
呼
悲
哉　

孤
子

輝
従
血
謹
建

渡
邉
虚
庵
先
生
之
墓

　

先
考　

諱
朗　

字
一
澈　

号
去
何　

一
号
古
巣

　

姓
渡
邉
氏　

其
先
摂
津
人
内
舎
人
源
綱

　

之
裔
也　

建
長
中
有
右
衛
門
督
直
者
従

　

宗
尊
親
王
適
鎌
倉　
　

中
親
王
皈

　

京
褒
直
勤
労　

賜
淡
海
速
水
庄　

於
是
為

　

淡
海
人

　

年
十
四
喪
父　

竭
力
事
母
郷
推
其
孝
少
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次
に
、
口
絵
に
あ
げ
た
去
何
の
肖
像
に
つ
い
て
記
す
。
個
人
蔵
。
軸
一
巻
。
賛
は
、

　
　

生
涯
や
夢
か
と
思
へ
は
毒
あ
り　

幻
か
と
観
れ
は
躰
あ
り　

嗚
呼

　
　
　
　

写
し
さ
へ
出
来
て
寒
け
れ
娑
婆
ふ
る
え
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
六
翁
去
何
空
居
士　

自
賛
（
花
押
）

　

軸
の
裏
に
、「
空
居
士
遺
像
」、「
長
浜
人　

法
橋
山
縣
岐
鳳
筆
」。
蔵
所
印
は
「
朝
日
乃
や
」「
南
部
家
蔵
」。
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
記
す
。
左

図
参
照
。

文
化
十
二
年
乙
亥
秋　

門
人
法
橋
山
縣
頼
輝
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
歳
四
十
才

　
　
　
　
　
　
　

頼
輝
号
岐
鳳
俳
号
文
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
称
山
三
郎

　
　

空
居
士
遺
像
ノ
五
字
ハ
翁
ノ
自
筆
也

　
　
　
　

古
巣
園
二
世　

旭
山
南
部
晋
謹
識　
（
花
押
）（
印
）

　

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
去
何
は
、
没
す
る
前
年
に
肖
像
を
描
か
せ
、
遺
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
去
何
は
自
画
像
以
外
に
も
渡
辺
家
の
先
祖
の
肖
像

を
岐
鳳
に
描
か
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は
「
南
部
晋
氏
所
蔵
文
書
」
に
残
さ
れ
て
い
る
（
京
都
大
学
蔵
同
文
書
に
て
調
査
）。

　

最
後
に
記
す
「
古
巣
園
二
世　

旭
山
南
部
晋
」
は
錫
馬
で
あ
る
が
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
二
月
一
七
日
の
生
れ
で
あ
注
⑷

る
。
従
っ
て
、
文
化

一
二
年
に
署
名
す
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
最
後
の
一
行
は
、
後
の
加
筆
で
あ
る
。
錫
馬
は
、
著
書
『
五
升
庵
道
統
系
譜
』
に
「
三
世
」
と
す
る

が
、
こ
れ
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
左
図
参
照
。
た
だ
し
、
二
世
は
未
詳
で
あ
る
。
去
何
の
長
子
の
輝
で
、
同
書
に
あ
る
「
冝
兄　

遂
心
亭
」
を
考
え

る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
原
本
の
◎
は
朱
で
あ
る
。
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（
蝶
夢
）（
去
何
）

　
　
　

◎
─
宜
兄　

遂
心
亭

　
　
　

◎
─
旭
山　

渡
辺
圭
輔　

蘅
園
ト
号
ス　

膳
所
藩
儒
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
人
伝
来
ノ
祖
翁
自
画
賛
ノ
像
上
人
肖
像
其
他

　
　
　
　
　

古
巣
園　
ノ
交
割
数
拾
点
当
庵
ニ
存
在
ス 

毎
年
一
月
二
十
五
日
蝶
夢
忌
ヲ
営
ム

　
　
　

◎
─
松
月　

南
部
氏
蘅
園
ノ
従
弟
─
三
世
◎
錫
馬

　

ま
た
、
去
何
の
資
料
は
、
野
風
呂
本
『
古
巣
発
句
集
』
の
識
語
な
ど
に
よ
れ
ば
、
最
初
は
息
子
達
に
引
継
が
れ
た
が
、
渡
辺
家
か
ら
姻
戚
関
係

に
あ
た
る
南
部
家
に
引
継
が
れ
た
。
右
図
の
南
部
松
月
が
「
蘅
園
ノ
従
弟
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
蘅
園
は
、
去
何
の
次
男
圭
輔
（
昶
）、

旭
山
と
も
号
し
た
。
た
だ
し
、
去
何
以
降
は
、
俳
諧
作
者
と
し
て
特
に
活
動
す
る
子
息
は
、
管
見
の
限
り
で
は
確
認
で
き
な
い
。

一

　書
誌

　

ま
ず
、
野
風
呂
本
に
つ
い
て
記
す
。

　

縦
一
三
・
一
糎
、
横
一
九
・
一
糎
、
横
本
。
写
本
、
三
巻
一
冊
（
上
・
下
・
拾
遺
巻
）。
墨
付
四
五
丁
、
五
八
二
句
所
収
（
上
・
399
、
下
・
113
、

拾
遺
・
70
）。
外
題
「
古
巣
発
句
集 

全
」。
内
題
「
古
巣
発
句
集　

上
（
下
）」。
序
文
「
文
化
三
年
秋
良
夜　

古
巣
園
に
て　

去
何
書
（
花
押
）」。

成
立
は
、
没
年
の
文
化
十
三
年
五
月
以
前
。
な
お
、
渡
辺
昶
筆
の
付
記
に
、

　
　

此
小
冊
子
先
考
虚
庵
君
所
手
抄　

今
以
贈
弟
栄
云　

文
化
丁
丑
小
春　

渡
辺
昶
書
于
江
戸
鈴
菴
虫
魚
楼
上

と
あ
る
。
本
文
一
〇
一
頁
（
裏
表
紙
見
返
し
）
参
照
。「
先
考
虚
庵
」
は
、
亡
父
、
去
何
。「
弟
栄
」
は
、
昶
の
弟
、
去
何
の
三
男
。「
文
化
丁
丑

小
春
」
は
、
文
化
一
四
年
一
〇
月
。「
渡
辺
昶
」
は
、
去
何
の
次
男
。「
江
戸
鈴
菴
虫
魚
楼
」
は
、
江
戸
住
み
の
昶
の
庵
号
で
あ
る
。

　

次
に
、
岩
瀬
本
に
つ
い
て
記
す
。

　

縦
二
六・三
糎
、
横
一
九・〇
糎
、
大
本
。
写
本
、
三
巻
一
冊
（
上
・
下
・
拾
遺
巻
）。
墨
付
八
一
丁
、
七
八
九
句
（
上
・
539
、
下
・
142
、
拾
遺
・
108
）

所
収
。
外
題
Ⅰ
「
古
巣
発
句
集 

拾
遺
付　

完
」。
外
題
Ⅱ
「
古
巣
発
句
集 

上
下
巻 

拾
遺
付　

全　

中
清
書
」。
内
題
「
古
巣
発
句
集　

上
（
下
）」。
序

文
「
文
化
三
年
秋
良
夜　

古
巣
堂
に
て　

去
何
書
（
花
押
）」。
拾
遺
に
「
慈
母
妙
玉
尼
終
焉
記
」（「
寛
政
三
辛
亥
年
初
七
日
の
逮
夜
に
御
あ
か
し
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の
影
に
て　

去
何
悲
歎
書
」
と
あ
る
）
の
一
文
を
付
す
。
本
稿
の
一
〇
三
～
一
〇
五
頁
に
影
印
、
翻
刻
す
る
。
請
求
番
号
「816.6/69/16

」。

　

岩
瀬
本
の
外
題
Ⅱ
に
あ
る
「
中
清
書
本
」
に
よ
っ
て
、
岩
瀬
本
を
中
清
書
本
（
清
書
前
）
と
し
、
野
風
呂
本
を
清
書
本
と
す
る
。
岩
瀬
本
か
ら

野
風
呂
本
の
作
成
に
つ
い
て
、
上
巻
は
、
五
四
〇
句
か
ら
三
九
九
句
に
厳
選
す
る
。
一
一
句
が
新
出
句
で
あ
る
が
、
四
季
の
配
列
な
ど
大
き
な
変

更
は
少
な
い
。
下
巻
、
拾
遺
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
四
二
句
か
ら
一
一
四
句
、
一
〇
八
句
か
ら
七
〇
句
に
厳
選
す
る
が
、
も
と
も
と
四
季
に
依
ら
な
い

配
列
で
あ
っ
た
た
め
異
同
が
多
く
、
詞
書
の
推
敲
も
多
い
。
ま
た
、
新
作
句
も
多
い
。
清
書
年
は
未
詳
な
が
ら
そ
れ
に
当
っ
て
、
推
敲
、
創
作
の

意
欲
は
衰
え
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

二

　去
何
の
筆
跡

　

去
何
の
筆
跡
を
考
察
す
る
。
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
資
料
を
用
い
る
。

一
、
野
風
呂
本
『
古
巣
発
句
集
』　
　
　
　
　
　

二
、
岩
瀬
本
『
古
巣
発
句
集
』

三
、
小
林
孔
本
去
何
自
筆
『
四
季
物
語
』　　
　

四
、
個
人
蔵
去
何
肖
像
軸

○
去
何

　
【
野
風
呂
本
『
古
巣
発
句
集
』】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
岩
瀬
本
『
古
巣
発
句
集
』】

　

序　

　
　

一
〇
オ　

　
　
　

序　

　
　

八
一
オ　

　
【
去
何
自
筆 『
四
季
物
語
』】　　
　
　
　
　
　
　
【
個
人
蔵 

去
何
肖
像
軸
】
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○
ふ

　
【
野
風
呂
本 『
古
巣
発
句
集
』】　

　

一
オ　

　
　

二
オ　

　

　
　

二
ウ　

　

　
【
岩
瀬
本 『
古
巣
発
句
集
』】

　

一
オ　

　
　

一
ウ　

　
　

八
オ　

　
　

九
ウ　

　
　

八
一
オ　

　

　
【
去
何
自
筆 『
四
季
物
語
』】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
個
人
蔵 

去
何
肖
像
軸
】

　

一
オ　

　

　
　

一
ウ　

　

　

　

　
　
　

○
ち

　
【
野
風
呂
本 『
古
巣
発
句
集
』】

　

序　

　
　

一
オ　

　

　
　

一
ウ　

　
　

二
ウ　

　
【
岩
瀬
本 『
古
巣
発
句
集
』】

　

序　

　
　

一
オ　

　
　

一
ウ　

　
　

八
オ　

　
　

八
〇
ウ　
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【
去
何
自
筆
『
四
季
物
語
』】

　

一
オ　

　

　

　
　

一
ウ　

　

　
　

二
オ　

○
つ

　
【
野
風
呂
本
『
古
巣
発
句
集
』】

　

二
ウ　

　
　

三
オ　

　
　

七
ウ　

　
【
岩
瀬
本
『
古
巣
発
句
集
』】

　

一
オ　

　
　

三
オ　

　
　

八
オ　

　
　

八
〇
ウ　

　
【
去
何
自
筆
『
四
季
物
語
』】

　

一
オ　

　
　

一
〇
ウ　

○
ひ

　
【
野
風
呂
本
『
古
巣
発
句
集
』】

　

一
オ　

　
　
　

二
オ　

　
　

二
ウ　

　

　

　
　

三
オ　
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【
岩
瀬
本
『
古
巣
発
句
集
』】

　

序
オ　

　
　

一
オ　

　
　

一
ウ　

　
　

八
オ　

　
　

八
〇
ウ　

　
【
去
何
自
筆
『
四
季
物
語
』】

　

一
オ　

　
　
　

一
ウ　

　

　

　

　

　
　

二
オ　

○
ゆ

　
【
野
風
呂
本
『
古
巣
発
句
集
』】

　

　
　

一
〇
オ　

　
　

二
五
オ　

　
　

三
二
ウ　

　
【
岩
瀬
本
『
古
巣
発
句
集
』】

　

八
オ　

　
　

九
ウ　

　
　

八
一
オ　

　
【
去
何
自
筆
『
四
季
物
語
』】

　

二
オ　

　
　
　

五
オ　

　
　
　

一
〇
ウ　

　

去
何
の
署
名
は
、「
去
」
は
小
さ
く
、
二
筆
で
書
く
。「
何
」
は
そ
れ
よ
り
大
き
く
、
一
画
目
と
三
画
目
と
で
「
人
」
の
字
に
な
る
よ
う
に
書
き
、

三
画
目
が
右
下
が
り
に
な
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
な
お
、
花
押
は
「
何
」
の
崩
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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次
に
、
特
徴
的
な
「
ふ
」「
ち
」「
つ
」「
ひ
」「
ゆ
」
を
検
討
す
る
。

　
「
ふ
」
は
、
軽
や
か
な
一
筆
書
き
で
、
よ
ど
み
の
な
い
筆
運
び
が
特
徴
で
あ
る
。

　
「
ち
」
と
「
つ
」
は
、
丸
く
な
る
部
分
が
、
角
ば
っ
て
下
に
流
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る

　
「
ひ
」
は
、「
Ｕ
」
の
部
分
の
間
が
広
が
っ
て
「
Ｖ
」
に
近
く
な
り
、
終
画
は
右
下
に
真
直
ぐ
に
流
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
「
ゆ
」
は
、
一
筆
で
書
き
、
終
画
の
縦
線
が
短
く
丸
ま
る
。
特
に
横
線
か
ら
あ
ま
り
出
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

去
何
の
筆
跡
は
、
全
体
的
に
、
小
さ
目
の
文
字
が
、
大
人
し
く
並
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
字
形
の
乱
れ
が
少
な
く
、
淡
々
と
書
き
記

さ
れ
、
真
摯
な
人
と
な
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

右
の
考
察
か
ら
、
野
風
呂
本
と
岩
瀬
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
『
古
巣
発
句
集
』
は
、
と
も
に
去
何
自
筆
で
あ
る
と
い
え
る
。

注⑴　

明
治
大
学
蔵
。
写
本
一
冊
。
墨
付
一
九
丁
。
草
稿
本
。
請
求
記
号
「092.5/74// H

」。
錫
馬
著
。
錫
馬
は
、
南
部
晋
、
別
号
、
旭
山
、
古
巣
園
。
嘉
永
五
年
二

月
一
七
日
生
。
明
治
三
三
年
七
月
二
日
起
草
、
同
三
五
年
ま
で
の
記
載
を
収
め
る
。

　
　
　

外
題
「
五
升
庵
上
人
年
譜
便
覧　

草
稿
本　

全
」（「
旭
山
編
」）。

　
　
　

内
題
「
江
北　

錫
馬
纂
輯　

五
升
庵
上
人
年
譜
便
覧　

古
巣
園
蔵　

草
稿
」。

⑵　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
。
写
本
一
冊
。
請
求
記
号
「816.5/ 77/40

」。
去
何
著
。
文
化
一
二
年
三
月
、
去
何
自
序
。
去
何
没
後
の
文
化
一
三
年
一
一
月
、
次
男
の
昶

序
。
外
題
Ⅰ
「
古
巣
堂
遺
稿　

完
」、
外
題
Ⅱ
「
古
巣
堂
遺
稿　

上
下　

全
」。

⑶　

明
治
大
学
蔵
。
写
本
一
冊
。
墨
付
一
三
丁
。
控
副
本
。
請
求
記
号
「092.4/48/H

」。
錫
馬
著
『
五
升
庵
上
人
年
譜
便
覧
』
と
同
時
期
の
明
治
三
〇
年
代
の
成
立

と
推
定
。

　
　
　

外
題
Ⅰ
「
蕉
門
正
流
五
升
庵
道
統
系
譜
」（
後
題
）。
外
題
Ⅱ
「
五
升
庵
道
統
系
譜　

全　

附
古
巣
翁
系
」。
外
題
Ⅲ
「
蕉
門
俳
家　

五
升
庵
道
統
系
譜　

稿
本　

全　

附
古
巣
翁
系
統
」。

　
　
　

扉
題
「
古
巣
園
錫
馬
纂
輯 

無
名
庵
魯
人
校
訂　

五
升
庵
道
統
系
譜　

湖
南
粟
津
文
庫
蔵
」。

　
　
　

内
題
「
蕉
門
正
流　

五
升
庵
道
統
系
譜　

草
案　

付
自
家
系
統
／
近
江
速
水 

古
巣
園
錫
馬
纂
輯
／
同
粟
津 

無
名
庵
魯
人
校
訂
／
同
大
津 

柳
影
居
静
人
校
字
／

古
巣
園
控
副
本
」。

⑷　
『
五
升
庵
上
人
年
譜
便
覧
』
に
よ
る
。
注
⑴
に
同
じ
。
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凡

　例

一　

本
稿
は
、
江
戸
後
期
の
俳
諧
師
古
巣
園
去
何
の
句
稿
『
古
巣
発
句
集
』
を

翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
、
野
風
呂
記
念
館
蔵
本
（
以
下
、
野
風
呂

本
と
す
る
）
で
あ
る
。
ま
た
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
『
古
巣
発
句
集
』

（
以
下
、
岩
瀬
本
と
す
る
）
と
の
校
異
を
行
う
。

一　

岩
瀬
本
と
の
校
異
は
、
野
風
呂
本
の
該
当
箇
所
に
傍
点
を
付
し
、
下
欄
に

＊
を
付
し
て
記
述
す
る
。
字
体
、
表
記
等
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
同
句
形
と

見
な
し
特
記
し
な
い
。
ま
た
、
岩
瀬
本
に
の
み
あ
る
句
に
つ
い
て
も
特
記
し

な
い
。

一　

句
番
号
を
私
に
付
す
。
句
番
号
に
○
を
付
し
た
も
の
は
、
岩
瀬
本
に
も
収

録
さ
れ
て
い
る
句
を
示
す
。

一　

丁
移
り
は
、
各
丁
の
最
後
に
丁
数
を
付
す
。
丁
の
表
は
「
オ
」、
裏
は

「
ウ
」
の
略
号
で
示
す
。
序
文
は
、「
序　

一
オ
」
な
ど
と
し
、
本
文
と
は
区

別
す
る
。

一　

字
体
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
る
。

一　

踊
り
字
は
原
則
と
し
て
原
本
の
表
記
に
従
う
が
、
次
の
よ
う
に
統
一
し
た
。

　
　

平
仮
名
・
同
濁
点　
　
　
　

ゝ
・
ゞ

　
　

一
字
の
繰
返
し　
　
　
　
　

々

　
　

二
字
以
上
の
繰
返
し　
　
　

〳
〵
・
〴
〵

一　

振
り
仮
名
は
、
本
文
に
あ
る
表
記
の
ま
ま
を
記
す
。

一　

濁
点
・
句
読
点
を
適
宜
私
に
付
す
。

一　

改
行
は
、
原
則
と
し
て
原
本
の
と
お
り
と
す
る
。

一　

詞
書
は
、
統
一
し
て
句
よ
り
二
字
下
げ
て
記
す
。

一　

墨
消
し
・
見
せ
消
ち
等
の
訂
正
は
、
原
則
と
し
て
原
本
の
と
お
り
と
す
る
。

野
風
呂
記
念
館
本
『
古
巣
発
句
集
』
影
印 

翻
刻

─
付 

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
本
『
古
巣
発
句
集
』
校
異

─
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古
巣
発
句
集　

全4

 

（
表
紙
）

〔
白
紙
〕

 

（
表
紙
見
返
し
）

〔
遊
紙
二
枚
〕

＊
〈「
古
巣
発
句
集 

拾
遺
付　

完
」〉

＊
〈
扉
題
「
古
巣
発
句
集 

上

下
巻 

拾
遺
付　

全　

中
清

書
」〉
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あ
が
り
た
る
は
歌
よ
み
つ
ぎ
く
だ
し

く
だ
れ
る
は　

俳
諧
を
い
ひ
て
ほ
ど

〴
〵
に
つ
け
て
御
代
を
い
は
ひ

齢
を
こ
と
ほ
ぎ　

花
を
め
で

月
を
か
な
し
ぶ
や　

し
き
し

ま
の
道
の
い
と
も
か
し
こ
く

行
と
ゞ
き
た
る
に
ぞ　

お
の
れ
ら
が

鍬
ふ
り
て　

畑
う
ち
槌
な
ら
し
て

縄
な
ふ
の
業
な
ら
で
し
ら

 

（
序
オ
）
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ざ
る
も　

う
ち
見
か
い
き
く
や

口
に
出
る
が　

五
七
五
と
な
り

に
た
る
を　

老
の
な
ぐ
さ
に

か
い
つ
く
れ
ば　

も
と
の
し
ら

紙
こ
ひ
し
く
ぞ

　

文
化
三
年
秋
良
夜

　
　
　
　
　

古
巣
園

4

4

4

に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

去
何
書
（
花
押
）

 

（
序
ウ
）

＊
〈「
古
巣
堂
」〉 
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古
巣
発
句
集　

上

①　

元
朝
や
先
ふ
し
拝
む
い
せ
の
空

②　

元
朝
や
は
や
仏
道
の
鐘
の
こ
ゑ

　
　
　
　

大
乗
妙
典
書
写
し
け
る
時4

③　

書
初
や
薬
草
喩
品
た
の
も
し
き

④　

庭
か
ま
ど
秋
の
朝
田
の
人
数
か
な

⑤　

年
棚
や
や
が
て
蚕
の
釣
ど
こ
ろ

⑥　

と
し
玉
や
ち
ひ
さ
け
れ
ど
も
伯
母
が
臍

⑦　

年
〴
〵
に
太
う
な
れ
か
し
門
の
松

⑧　

松
の
う
ち
神
代
の
巻
を
読
ば
や
な

ひ
ら
き
と
は
、
山
野
を
開
て
貢
奉
る
が

め
で
た
け
れ
ば
、元
日
の
祝
も
の
と
も
せ
る
か
と
よ

 

（
一
オ
） ＊

〈「
に
此
品
に
当
た
れ
ば
」〉
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⑨　

ひ
ら
き
牛
房
神
代
の
土
の
匂
か
な

⑩　

塩
鯛
を
う
ち
返
し
け
り
里
の
節

⑪　

は
ま
弓
や
持
べ
き
も
の
は
男
の
子

⑫　

啇
ひ
初
太
平
櫃
を
餝
り
け
り

⑬　

淡
雪
を
ふ
る
は
つ
春
の
こ
ゝ
ろ
哉

⑭　

ま
さ
な
ご
と
げ
に
春
永
に
成
に
け
り

⑮　

松
提
て
田
を
見
ま
は
る
や
初
子
の
日

4

4

4

4

⑯　

縄ノ

も
と
田
や
つ
い
摘
か
ら
す
初
わ
か
菜

⑰　

君
が
た
め
二フ
タ

布ノ

ぬ
ら
し
て
わ
か
な
摘

⑱　

七
草
や
い
ま
別
た
る
い
も
が
こ
ゑ

⑲　

松
と
り
て
だ
ら
〳
〵
雨
の
降
日
哉

⑳　

左
義
長4

や
灰
も
匂
ふ
て
花
と
ち
る

�　

人
ま
じ
り
す
る
か
ら
春
の
寒
か
な

 

（
一
ウ
）

＊
〈「
初
子
日
」〉

＊
〈「
打
」
を
「
長
」
に
訂
正
〉
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�　

竹
を
れ
て
鴬
出
た
り
は
る
の
雪

�　

門
外
の
春
お
も
し
ろ
し
腹
の
へ
る

�　

見
よ
が
し
に
枝
ひ
ね
く
り
て
梅
の
咲

�　

梅
が
ゝ
や
四
足
を
食
は
ぬ
こ
の
御
国

�　

こ
ろ
ば
ず
に
ゆ
か
る
ゝ
道
や
う
め
の
花

�　

薮
草
の
は
び
こ
ら
ぬ
ま
に
梅
の
花

�　

う
め
咲
て
隠
居
定
ま
る
地
縄
か
な

�　

行
さ
き
で
年
頭
酒
や
梅
の
花

�　

竹
の
子
で
地
子
は
済
け
り
む
め
の
は
な

　
　
　
　

聖
代
頌

�　

梅
の
は
な
煙
の
た
ゝ
ぬ
軒
も
な
し

�　

よ
ん
べ
か
ら
水
の
音
す
る
柳
か
な

　
　
　
　

淡
海

 

（
二
オ
）
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�　

水
う
み
に
柳
に
国
は
み
ど
り
な
り

�　

青
柳
や
冷
泉
殿
の
瀬
田
泊

�　

猪
牙
舟
や
柳
は
な
れ
て
宙
を
行

�　

み
ち
草
や
た
ば
こ
ぎ
ら
ひ
の
茅
花
ぬ
く

�　

い
と
連
に
野
土
産
や
ら
ふ
か
よ
め
が
萩

�　

盃
の
当ソ
コ

捨
て
見
る
花
す
み
れ

�　

舟
の
り
の
青
き
を
踏
に
あ
が
り
け
り　

�　

鴬
や
窓
を
明
れ
ば
ひ
と
く
〳
〵

�　

薮
ぬ
し
や
我
が
鴬
と
申
け
る

�　

は
つ
蝶
や
人
に
も
花
を
尋
が
ほ

�　

初
蝶
や
つ
い
て
あ
る
け
ど
う
し
な
へ
る

�　

て
ふ
〳
〵
や
人
の
遊
び
は
む
つ
か
し
き

　
　
　
　

朝
日
山
の
お
こ
な
ひ
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

 

（
二
ウ
）

＊
〈「
旭
山
天
満
宮
お
こ
な
ひ

に
」〉
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�　

米マ
イ

珠ダ
マ

や
う
ら
り
〳
〵
と
朝
日
山

�　

春
の
日
は
よ
し
田
参
り
の
背
中
哉

　
　
　
　

大
黒
天
の
あ
ち
ら
向
た
る
絵4

に

�　

は
る
の
日
に
ま
か
せ
た
ら
な
ん
ぼ
ん
の
く
ぼ

�　

の
び
〳
〵
と
降
は
じ
め
け
り
春
の
雨

　
　
　
　

春
雨
を

�　

し
と
や
か
に
花
の
舟
と
て
降
に
け
り

�　

春
風
ぞ
吹
う
き
紋
の
綾
藺
笠

�　

い
き
の
た
つ
餻
の
や
う
な
り
は
る
の
山

�　

春
の
う
み
其
ま
ん
中
や
長
命
寺

　
　
　
　

柳
緑
花
紅

�　

我
ば
か
り
き
た
な
き
影
や
春
の
水

　
　
　
　

少
年
行

4

4

4

 

（
三
オ
）

＊
〈「
図
」〉

＊
〈
見
せ
消
ち
〉
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�　

も
の
よ
み
に
ゆ
く
は
鬼
子
か
春
の
宵

�　

山
焼
や
始
は
花
の
莟
ミ
ほ
ど

�　

朧
月
ま
き
絵
の
人
の
往
来
か
な

�　

お
ぼ
ろ
月
き
つ
ぱ
り
と
し
て
入
に
け
り

�　

柴
の
戸
や
人
の
来
そ
う
な
朝
霞

�　

は
つ
桜
あ
ま
り
の
事
に
嬉
し
涙

　
　
　
　

担
板
僕

4

4

4

�　

い
た
担
ふ
人
も
ね
ぢ
む
く
初
ざ
く
ら

　
　
　
　

あ
る
草
堂
に
や
ど
り
け
る
に
、こ
の
頃
や

　
　
　
　

狼
の
荒
る
に
と
里
人
の
い
へ
ば

4

4

4　

�　

狼
も
お
ら
じ
桜
の
火
を
と
も
す

�　

酒
の
粕
干
せ
ば
咲
た
つ
さ
く
ら
哉

　
　
　
　

志
賀
の
山
ご
え

 

（
三
ウ
）

＊
〈
見
せ
消
ち
〉

＊
〈「
い
へ
れ
ば
」〉
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�　

湖
の
み
ゆ
る
所
の
さ
く
ら
か
な

�　

田
の
陰
に
な
ら
ぬ
所
に
さ
く
ら
哉

　
　
　
　

西
行
上
人
の
六
百
回
忌
と
て

4

4

4

4

4

4

、
吉
野
の
奥
院

　
　
　
　

に
て
、
詩
歌
俳
諧

4

4

興
行
の
時
、
ま
い
り
合
せ

　
　
　
　

な
が
ら
こ
が
く
れ
有
て

�　

誰
も
な
き
所
に
も
あ
る
桜
か
な

　
　
　
　

御
室

�　

御
所
衆
や
桜
に
太
刀
の
取
ま
は
し

　
　
　
　

芳
野
泊
瀬
奈
良

4

4

4

4

4

4

と
う
か
れ
あ
り
き

�　

夜
の
明
て
日
の
く
れ
に
け
り
山
桜

�　

菊
已
後
の
月
夜
遊
び
や
や
ま
桜

　
　
　
　

大
き
や
か
な
る
一
枝
を
得
て

4

4

�　

め
い
わ
く
や
戸
口
は
ゐ
ら
ぬ
山
ざ
く
ら

 

（
四
オ
）　

＊
〈「
六
百
年
忌
に
」〉

＊
〈「
連
俳
」〉

＊
〈「
奈
良
泊
瀬
よ
し
野
」〉

＊
〈「
折
も
て
き
た
る
人
に
」〉
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賤
が
嶽
実
境

�　

山
ざ
く
ら
ち
る
や
鳰
の
う
み
よ
ご
の
湖

　
　
　
　

嵐
山
二
句

�　

鎮
め
た
る
松
の
色
香

4

4

や
朝
ざ
く
ら

�　

夕
ざ
く
ら
こ
ら
え
て
戻
る
一
人
哉

　
　
　
　

楽
窮
哀
来

�　

桜
が
り
雨
の
降
き
て
薦
を
き
る

　
　
　
　

遺
経
を
誦
す
る
に

�　

ち
れ
さ
く
ら
佐
国
が
蝶
も
お
そ
ろ
し
き

　
　
　
　

佐
川
田
喜
六
に
効
ふ

�　

匂
ふ
か
と
花
さ
く
ま
へ
の
山
の
雲

�　

た
ぶ
〳
〵
と
酒
こ
ぼ
し
行
花
見
か
な

　
　
　
　

田
舎

 

（
四
ウ
）

＊
〈「
匂
ひ
」〉
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�　

春
作
の
よ
け
れ
ば
誰
も
は
な
見
哉

�　

月
の
出
や
花
か
ら
花
へ
移
る
人

�　

川
舟
や
矢
の
飛
ぶ
ま
に
も
花
を
折4

�　

人
な
し
と
花
を
る
い
も
が
肘
か
な

�　

て
ん
ぽ
し
て
花
折
徳
に
な
り
に
け
り

　
　
　
　

一
向
専
修

�　

花
は
見
ず
と
申
す
六
条
ま
い
り
哉

　
　
　
　

唫ヒ 吟
行、

�　

あ
の
人
が
花
の
主
や
ら
し
た
り
顔

�　

手
折
も
て
は
し
り
も
な
ら
ず
花
の
雨

�　

い
ち
よ
ら
の
小
袖
ぬ
る
と
も
は
な
の
雨

�　

雨
の
花

4

4

4

き
の
ふ
見
し
花
も
哀
な
り

　
　
　
　

不
偸
盗
戒
を

 

（
五
オ
）

＊
〈「
折
る
」〉

＊
〈「
花
の
雨
」〉
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�　

ひ
よ
つ
と
し
て
花
に
あ
や
ま
る
事
有
ん

　
　
　

三
十
年
来
俳
諧
の
巻

�　

お
も
し
ろ
の
花
も
九
人
は
な
き
世
哉

�　

虻
の
音
の
来
て
は
の
ぞ
く
や
筆
の
さ
や

�　

蛙
な
く
今
よ
ひ
田
中
の
花
や
さ
く

�　

五
器
洗
ふ
音
も
こ
ろ
〳
〵
啼
蛙

�　

昼
迄
は
の
ぼ
る
ば
か
り
の
雲
雀
か
な

�　

帰
雁
鶏ケ

頭ト
ウ

花
の
た
ね
ま
か
ば
や
な

�　

か
へ
る
雁
き
つ
ぱ
り

4

4

4

4

と
さ
へ
見
え
ぬ
な
り

�　

雉
子
の
こ
ゑ
ぴ
か
り
〳
〵
と
野
池
か
な

�　

う
し
ろ
よ
り
責
く
る
恋
か
き
じ
の
声

�　

咲
重
ね
散
か
さ
ね
け
り
赤
椿

�　

ふ
と
こ
ろ
な
物
落
す
日
や
赤
つ
ゝ
じ

 

（
五
ウ
）

＊
〈「
は
つ
き
り
」〉
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�　

麻
ま
き
て
畑
奇
麗
や
も
ゝ
の
花

�　

桃
の
さ
く
た
い
ら
や
嫁
の
化
粧
田

101　

四
日
に
は
茶
の
子
と
い
ふ
や
草
の
餅

102　

焦
し
た
る
眉
も
伸
て
や
猫
の
恋

　
　
　
　

閑
居

103　

も
の
音
や
き
け
ば
雀
の
巣
ご
し
ら
へ

104　

う
な
ゐ
子
の
手
を
つ
ゝ
か
せ
る
雀
の
子

105　

あ
り
く
ま
じ
春
の
小
鳥
の
ね
入
ば
な

106　

姑
の
き
げ
ん
ま
で
よ
き
蚕
か
な

107　

邪
魔
が
る
を
無
理
に
ま
じ
り
て
葉
撰
う
た

か
ぞ
い
ろ
の
早
く
人
と
な
れ
よ
〳
〵
と
撫
ら
れ
し
に

108　

男
に
は
成
て
畑
う
つ
歩
み
か
な

　
　
　
　

知
足

 

（
六
オ
）
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109　

耕
て
く
ふ
も
の
う
ま
い
事
に
候

　
　
　
　

麦
舟
亭
に
て

110　

夏
ち
か
し
夜
ご
め
に
つ
く
る
蚊
屋
の
駄
荷

　
　
　
　

送
春
不
用
勧
舟
車
と
吟
行
す
る
に

4

4

4

4

4

111　

行
春
や
か
ら
樽
つ
み
し
牛
車

112　

暗
が
り
や
春
に
を
く
れ
て

4

4

4

4

一
人
た
つ

　
　
　
　

三
月
尽
雨
を

113　

夜
の
明
る
ま
で
は
春
な
り
雨
の
音

114　

惣
代
に
聟
が
ね
き
め
せ
は
つ
袷

115　

淡
う
み
の
沫
も
盛
上
れ
千
団
子

　
　
　
　

筑
摩
祭
を

116　

君
我
に

4

4

4

鍋
か
ぶ
り
つ
ゝ
一
夜
来
よ

 

（
六
ウ
）

＊
〈「
い
ふ
に
」〉　

＊
112
〈
前
書
「
三
月
尽
」〉

＊
〈「
わ
か
れ
て
」〉

＊
〈「
わ
れ
に
君
」〉
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117　

罪
も
な
し
短
夜
ご
ろ
の
宵
だ
く
み

118　

誰
ね
ぶ
る
春
過
夏
の
青
月
夜

119　

今
か
ら
は
水
の
事
な
り
杜
若

120　

燕
子
花
ほ
の
三
日
月
の
莟
か
な

121　

し
よ
ろ
〳
〵
の
浅
井
郡
や
か
き
つ
ば
た

122　

郭
公
こ
ゑ
や
わ
か
葉
の
さ
ゝ
ら
浪

123　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
青
竹
を
わ
る
声
の
色

124　

横
河
か
ら
木
の
は
の
浜
や
蜀
魂

　
　
　
　

月
出
が
崎
に
て

125　

時
鳥
月
出
に
な
か
ぬ
不
覚
な
り

　
　
　
　

伊
香
山
の
観
音
寺
に
在
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

126　

く
ふ
も
の
ゝ
な
き
寺
に
ゐ
て
か
ん
こ
鳥

127　

蝸
牛
そ
の
争
ひ
や
角
大
師

 

（
七
オ
）

＊
〈「
賤
が
嶽
の
梺
の
観
音
寺

に
て
」〉
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128　

け
し
の
花
手
際
過
た
り
脆
い
筈

　
　
　
　

歯
の
ぬ
け
ゝ
る
時
に
有
の
ま
ゝ
を

129　

豆
腐
に
て
は
の
ぬ
け
る
日
や
け
し
の
花

　
　
　
　

一
切
我
今
皆
懺
悔

130　

ち
る
罌
粟
に
似
た
る
膾
は
う
ま
か
り
き

131　

川
づ
ら
や
へ
た
の
黒
み
を
ゆ
く
蛍

132　

み
だ
れ
て
は
し
の
ぶ
に
戻
る
ほ
た
る
か
な

133　

蛍
火
で
済
す
夜
も
あ
る
丸
屋
か
な

134　

石
菖
の
匂
ひ
も
き
よ
し
啼
水
鶏

135　

濁
し
て
は
そ
こ
は
し
り
の
く
水
鶏
哉

　
　
　
　

松
の
し
づ
え
を
洗
ふ
し
ら
浪
と
か
や

136

は
つ
蟬
や
あ
ら
ひ
立
た
る
き
し
の
松

　
　
　
　

老
懐

 

（
七
ウ
）
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137　

寒
ぜ
み
の
い
つ
は
死
る
に
耳
の
穴

138　

老
ら
く
は
蚊
屋
に
ゆ
ふ
月
朝
の
月

139　

月
影
や
蚊
屋
の
中
か
ら
食
好
み

140　

独
身
や
蚊
幮
つ
り
置
て
寝
た
い
時

　
　
　
　

東
へ
下
り
け
る
人
を
送
て

4

4

141　

老
が
手
に
つ
か
ま
へ
と
め
ず
夏
衣

142　

た
つ
る
幟
つ
る
〳
〵
と
は
し
る
旭
か
な

143　

こ
れ
に
か
つ
刃
を
き
か
ず
紙
兜

144　

菖
蒲
湯
の
紙
帳
に
ほ
め
く
宵
寝
哉

145　

葉
ば
か
り
を
雨
そ
ゝ
げ
か
し
花
菖
蒲

146　

膳
す
は
れ
給
仕
我
せ
ん
植
乙
女

147　

田
草
と
り
背4

中4ナ

に
こ
れ

4

4

4

負
へ
風
の
枝

148　

み
ど
り
子
の
花
か
と
見
え
て
蚤
の
口

 

（
八
オ
）

＊
〈「
送
り
て
」〉

＊
〈「
こ
れ
せ
な
に
」〉
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自
箴

149　

た
ゝ
く
ま
じ
清
き
所
に
蝿
は
お
ら
ず

150　

さ
み
だ
れ
に
も
ら
ひ
し
花
を
お
が
み
け
り

151　

銭
ほ
し
や
五
月
の
雨
の
も
る
ゝ
夜
は

152　

五
月
雨
や
鯰
の
り
こ
す
屋
ね
の
う
へ

　
　
　
　

賤
岳
下

4

4

4

の
草
堂
に
や
ど
り
て

153　

五
月
や
み
仏
の
顔
を
撫
に
け
り

154　

さ
み
だ
れ
の
雨
に
も
枇
杷
の
甘
み
哉

155　

う
つ
き
り
と
雨
は
晴
た
り
青
ち
ゝ
り

156　

竹
植
て
つ
く
り
樹
ほ
ど
く
月
夜
か
な

　
　
　
　

鄙
の
い
も
せ
の
を
か
し
さ
は

157

門
畑
の
麻
ゆ
が
め
た
る
う
き
名
か
な

158　

蓮
の
花
め
ぐ
り
は
松
の
匂
ひ
か
な

 

（
八
ウ
）

＊
152
〈
前
書
「
文
化
四
丁
卯
年

五
月
廿
三
日
、
大
雨
大
洪
水

に
て
、
国
中
皆
湖
と
な
り
、

或
は
つ
じ
に
す
ま
ひ
、
舟
に

す
む
事
日
久
し
。
我
栖
高
田

の
郷
に
て
も
鯉
鮒
を
つ
か
む

事
夥
し
。
誠
に
古
郷
の
大
水

な
る
べ
し
。」〉

＊
153
〈「
伊
香
山
」〉
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159　

凌
霄
の
空
見
上

4

4

た
る
朝
ま
哉

　
　
　
　

三
余

160　

一
日
の
余
り
を
涼
む
浴
衣
か
な

　
　
　
　

究
竟
涅
槃

161　

行
水
や
と
ゞ
ま
る
も
泡
涼
し
さ
よ

162　

草
に
な
く
虫
も
あ
へ
か
に
夏
の
月

163　

ふ
ら
す
こ
に
や
ど
り
も
ぞ
す
る
夏
の
月

164　

辛
崎
の
松
か
ら
風
や
夕
は
ら
ひ

　
　
　
　

名
柿
蒂
廬
記

柿
本
の
柿
は
、
手
と
ゞ
か
ざ
れ
ば
更
な
り
。
柿
園
の

柿
の
手
ち
か
き
も
い
ま
だ
味
は
ゝ
ず
ぞ
。
こ
ゝ
に

一
も
と
の
柿
有
。
嵯
峨
の
落
柿
舎
の
た
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
オ
）

＊
〈「
見
と
め
」〉
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に
て
能
実
な
る
も
の
か
ら
、
あ
き
人
の
猿
手
に
は

こ
ろ
〳
〵
と
落
て
、
梢
は
ち
か
き
嵐
山
の
感
慨
を

お
こ
す
成
べ
し
。
主
下
村
氏
そ
が
も
と
に

廬
を
結
て
、
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
に
は
ぐ
れ
ん

と
た
く
む
。
見
る
に
松
の
柱
、
竹
の
椽タ
ル
キ

、
莚
三

ひ
ら
ば
か
り
、
小
隅
の
炉
に
土
瓶
を
か
く
。
茶
碗
は

心
友
の
数
に
限
る
と
か
。
直
下
の
長
流
に
さ
す

舟
の
跡
の
し
ら
浪
を
観
じ
、
釣
す
る
人
の

後
の
世
を
か
な
し
ぶ

4

4

4

4

。
日
既
に
湖
水
に
沈
め
ば
、

汀
に
足
を
ひ
た
し
て
睡
る
。
や
を
ら
南
風

薫
り
金
波
ち
ら
め
く
ほ
ど
、
心
に
う
か
び

声
に
発
す
る
も
の
、
な
ど
か
金
玉
な
ら
ざ
ら
ん

や
と
、
さ
し
出
顔
に
口
ば
し
れ
ば
、
主
ゑ
つ
ぼ
に

 

（
九
ウ
）

＊
〈「
か
な
し
む
」〉
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入
て
、
い
で
や
わ
ぬ
し
が
茶
碗
を
増
さ
ん
か
、
そ
も

此
廬
に
い
ま
だ
名
を
定
め
ず
、
名
づ
け
よ
と
、

聞
ゆ
る
ま
ゝ
、
お
そ
も
の
ゝ
な
ら
ひ
何
の
お
も
ひ

ば
か
り
も
な
く
、
其
ち
ひ
さ
き
が
を
か
し
け
れ
ば
、

柿
蒂
廬
と
い
は
む
と
わ
ら
ふ
。
い
ざ
こ
の
庵
の

会
や
、
た
ゞ
俳
諧
に
遊
ぶ
べ
し
。
か
り
に
も

上
手
下
手
の
論
に
落
な
ば
、
柿
ま
た

こ
ろ
〳
〵
と
落
む
か
も

165　

柿
よ
〳
〵
へ
た
は
根
づ
よ
く
風
薫
れ

　
　

　
　

寛
政
己
未
六
月
十
五
夜
の
清
明
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

去
何
戯
書

 

（
一
〇
オ
）
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166　

秋
来
ぬ
と
お
も
ほ
し
が
ほ
や
枝
の
鳩

167　

薮
中
や
余
所
か
ら
き
た
る
秋
で
な
し

　
　
　
　

風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る

4

4

168　

今
朝
の
秋
目
に
は
暦
は
見
え
ね
共

169　

北
山
の
牛
に
出
合
ぬ
け
さ
の
秋

170　

初
あ
ら
し
松
美
し
う
成
に
け
り

　
　
　
　

会
者
定
離

171　

天
の
川
す
ゑ
は
焼
場
の
け
ぶ
り
哉

　
　
　
　

稚
く
て
父
に
は
な
れ
し
時

172　

親
な
し
と
誰
も
い
ふ
な
よ
玉
ま
つ
り　
　
　
　
　

　
　
　
　

貧
家

173

聖
霊
に
御
咄
申
す
事
ぞ
な
き

174　

墓
参
り
我
が
骨
埋
む
場
も
有
て

 

（
一
〇
ウ
）

＊
〈「
け
る
」〉



35

175　

墓
の
灯
や
狸
も
と
ら
ず
有
明
る

176　

心
あ
る
や
う
に
う
ご
き
て
盆
の
鐘

177　

灯
籠
の
明
り
で
み
れ
ば
松
も
悲
し

　
　
　
　

か
ゝ
る
里
に
も
無
常
有
け
り

178　

島
原
の
と
う
ろ
の
中
の
切
こ
か
な　
　
　
　
　
　

179　

癖
つ
か
ぬ
七
つ
八
つ
子
の
踊
哉

　
　
　
　

女
の
な
き
世
な
り
せ
ば
と
書
れ
た
る

4

4

4

4

を
か
し　

180　

女
な
き
世
な
ら
躍
も
有
ま
じ
き

181　

駒
引
の
跡
ひ
ら
〳
〵
と
草
に
風

182　

わ
が
う
ゑ
し

4

4

4

松
千
世
へ
し
や
秋
の
風

183　

あ
き
風
も
柴
か
る
山
の
匂
ひ
か
な　
　
　
　

　
　
　
　

鎌
倉
円
覚
寺
に
て
見
る
ま
ゝ
を

184　

七
堂
や
虫
の
穴
か
ら
秋
の
風

 

（
一
一
オ
）

＊
〈「
書
れ
し
も
」〉

＊
〈「
栽
し
」〉
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185　

蕣
や
人
に
力
を
付
る
は
な

186　

よ
し
垣
や
槿4

の
花
に
へ
し
倒
れ

187　

朝
が
ほ
の
頼
も
し
い
哉
ち
ひ
さ
い
子

188　

朝
顔
や
命
う
れ
し
く
今
朝
も
み
る

189　

仏
檀
の
な
き
家
も
な
し
草
の
花

190　

馬
の
子
や
草
花
を
く
ひ
乳
を
の
み

191　

草
ば
な
の
露
ち
る
浪
や
よ
ご
の
湖

　
　
　
　
　

馬
瓢
の
帰
る
を

192　

送
り
出
て
別
れ
所
な
き
花
野
哉

193　

草
ば
な
の
初
花
に
し
て
萩
の
花

194　

吹
た
び
に
あ
は
や
と
ぞ
思
ふ
萩
の
は
な

　
　
　
　

桔
梗
が
原
の
渺
々
た
る
も
の
こ
ら
ず
畑
に

　
　
　
　

お
こ
し
て
貢
す
る
御
代

4

4

 

（
一
一
ウ
）

＊
〈「
蕣
」〉

＊
191
〈
前
書
「
余
呉
」〉

＊
〈「
君
が
代
」〉
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195　

畑
べ
り
に
鍬
の
と
ゞ
か
ぬ
桔
更
か
な

　
　
　
　

誰
が
脱
か
け
し
と
う
た
ひ
も
て
行
と
て
狂
句　

196　

金
も
ち
や
脱
捨
つ
ら
ん
藤
ば
か
ま

197　

し
ら
露
や
物
に
触
れ
ば
置
直
し

198　

こ
ぼ
れ
て
は
虫
の
声
哉
草
の
露

　
　
　
　

俊
蔵
院
に
初
て
の
時

199　

露
の
身
と
呼
れ
て
や
す
き
宿
り
か
な

　
　
　
　

六
根
清
浄

200　

な
つ
か
し
や
露
の
中
な
る
人
の
顔

201　

初
汐
や
和
田
の
笠
松
ふ
い
と
う
く

202　

覇
王
樹
の
折
れ
ぬ

4

4

4

も
鈍
な
野
分
哉

　
　
　
　

青
墓
に
て
心
に
似
た
り
秋
の
風
と
吟
じ
出
て

4

4

4

4

203　

よ
し
朝
の
賽
銭
筥
や
秋
の
音

 

（
一
二
オ
）

＊
〈「
折
ぬ
」〉

＊
〈「
吟
じ
て
」〉
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204　

薄
月
や
草
に
盛
上
る
虫
の
声

205　

む
ら
雨
や
月
や
虫
の
ね
き
げ
ん
よ
き

206　

わ
が
家
も
広
い
事
な
り
虫
の
こ
ゑ

207　

む
し
聞
に
往イ

て
来
た
人
か
袖
の
塵

208　

き
り
〴
〵
す
我
が
な
ふ
縄
の
果
も
な
し

　
　
　
　

古
巣
に
蛬
の
み
だ
れ
し
に

4

4

4

4

4

4

4

209　

こ
の
穴
は
わ
が
か
ゞ
み
場
ぞ
蟋
蟀

　
　
　
　

武
佐
夜
泊

210　

一
日
路
き
て
も
旅
な
り
き
り
〴
〵
す

　
　
　
　

妙
義
山
下
に
や
ど
る

4

4

4

211　

こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
雨
の
音
百
里
の
夜

212

八
朔
や
神
と
君
と
へ
一
穂
づ
ゝ

213　

名
月
や
桜
の
林
雪
の
竹

 

（
一
二
ウ
）

＊
〈「
蛬
乱
飛
せ
る
に
」〉

＊
〈「
や
ど
る
に
」〉
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214　

名
月
や
雪
ふ
み
落
す
草
の
虫

　
　
　
　

須
磨
に
て

215　

名
月
の
あ
く
る
朝
日
も
名
所
か
な

　
　
　
　

竹
生
島

4

4

4

に
て
塘
里
と

216　

月
き
よ
し
二
人
の
外
は
僧
ば
か
り

　
　
　
　

今
夜
の
月
た
ゞ
に
や
は
と
、
比
叡
の
老4

　
　
　
　

上
人

4

4

の
隠
れ
お
は
せ
る
を
そ
ゝ
の
か
し
て

　
　
　
　

里
秋
、
芦
水
等
と

4

4

同
じ
く
湖
上
に
う
か
ぶ　

217　

一
舟
に
老
を
つ
み
た
る
月
見
か
な

　
　
　
　

良
夜
、
老
師
の
供
し
て
曽
秋
、
杜
音
等
と

　
　
　
　

伊
賀
の
呉
川
が
許
に
遊
ぶ
。
主
が
曽
祖
父

　
　
　
　

雪
芝
が
庭
に
松
植
る
を
見
て
、
芭
蕉
翁
の

　
　
　
　

涼
し
さ
や
す
ぐ
に
野
松
の
枝
の
形
と
興
じ

 

（
一
三
オ
）

＊
〈「
良
夜
竹
生
島
」〉

＊
〈「
蛙
声
上
人
」〉

＊
〈「
と
」〉　
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給
ひ
し
松
有
。
今
は
牛
を
か
く
す
程
に
な
ん

218　

月
影
の
窪
き
所
や
尻
の
跡

　
　
　
　

水
や
空
、
空
や
水
と
も
見
え
わ
か
ず

　
　
　
　

か
よ
ひ
て
す
め
る
秋
の
夜
の
月

219　

水
や
そ
ら
き
は
め
よ
月
の
蜑
小
舟　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

月
に
薄
を
手
向
る
事
を
な
べ
て

4

4

4

す

　
　
　
　

な
る
む
さ
し
の
ゝ
余
波
か
や

4

4

4

4

220　

江
戸
に
こ
の
す
ゝ
き
は
古
き
月
見
か
な

　
　
　
　

月
明
か
り
け
る
ま
ゝ
月
川
、
槐
庵

4

4

の
二
法
師
、

　
　
　
　

如
毛
、
百
杵
、
塘
里
の
三
士
ら
と
共
に
蒼
空

4

4

　
　
　
　

居
士

4

4

が
隠
栖
を
驚
か
す
。
か
の
山
居
せ
ば

　
　
　
　

小
も
の
一
人
、
未
醤

4

4

一
斗
、
上
田
三
反
、
水
の

　
　
　
　

よ
き
所
と
申
さ
れ
し
に
、
手
の
奴
と
い
ふ
を

4

4

4

 

（
一
三
ウ
）

＊
〈「
お
し
な
べ
て
」〉　

＊
〈「
名
ご
り
か
や
と
い
と
な

つ
か
し
」〉

＊
〈「
此
得
」〉

＊
〈「
里
秋
居
士
」〉

＊
〈「
味
噌
」〉

＊
〈「
い
は
れ
し
を
」〉
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そ
へ
た
り
。
こ
れ
を
伯
夷
に
見
せ
ば
、
先
非

　
　
　
　

を
や
悔
な
ん
。
愿
憲
が
き
か
ば
、
流
行
に

　
　
　
　

を
く
れ
た
り
と
や
歎
か
む

221　

い
ざ
共
に
う
と
ふ
て
刈
ら
ん
月
の
夜
田

222　

石
枠ワ
ク

や
高
月
川
の
よ
は
の
月

223　

月
み
れ
ば
ね
ら
れ
ぬ
か
と
て
嫁
が
世
話

224　

三
更
の
月
蚊
も
お
ら
ず
成
に
け
り

　
　
　
　

月
下
顧
み
て

4

4

4

4

4

225　

も
し
月
の
人
き
た
な
し
と
の
た
ま
は
ゞ

　
　
　
　

慰
師
由

　
　
　
　

人
の
三
毒
や
眼
と
耳
と
よ
り
お
こ
る

　
　
　
　

な
ら
ん
。
此
ぬ
し
や
年
久
し
く
耳
遠
く
、

　
　
　
　

ち
か
頃
は
眼
さ
へ
疎
け
れ
ば
、
何
を
見
聞
て

 

（
一
四
オ
）

＊
〈「
所
思
」
を
見
せ
消
ち
に

し
て
「
月
下
顧
み
て
」
と
す

る
〉
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ふ
づ
く
ま
む
や
。
天
お
の
づ
か
ら
主
を

　
　
　
　

し
て
市
中
の
大
隠
な
ら
し
む

226　

月
の
行
か
た
や
か
ら
だ
の
置
所

　
　
　
　

良
夜
賤
が
岳
に
登
り
下
り
て

　
　
　
　

毛メ
ン

受ジ
ユ

正
助
が
忠
死
の
跡
を
弔
ふ

227　

原
上
に
毛
受
名
月
高
さ
か
な

228　

山
臥
の
も
ど
か
し
が
る
や
月
の
雲

229　

月
の
雨
は
れ
て
哀
や
物
の
形

　
　
　

竹
生
島
に
瓦
全
と
わ
た
り
し
時

　
　
　
　

む
か
し
、
都
良
香
の
三
千
世
界
眼
前

　
　
　
　

尽
と
口
ず
さ
み
け
れ
ば
、
神
感
怱
に

　
　
　
　

涼
し
き
御
声
し
て
、
十
二
因
縁
心
裏

　
　
　
　

空
と
句
を
継
が
せ
給
ふ
け
る
と
か
や

 

（
一
四
ウ
）
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今
夜
の
眼
前
を

230　

十
六
夜
や
三
千
世
界
く
れ
て
後

　
　
　
　

姨
捨
山
に
登
る
に
人
一
人
出
来
て
い
ふ
。

　
　
　
　

昨
夜
こ
そ
名
あ
る
歌
人
だ
つ
、
俳
諧
い
ふ

　
　
　
　

や
か
ら
、い
く
ら
も
来
ま
し
て
、盃
め
ぐ
ら
し

　
　
　
　

涎
流
し
給
ふ
も
の
な
れ
。
を
く
れ
つ
る

　
　
　
　

旅
人
こ
そ
無
下
に
ほ
い
な
け
れ
と
笑
て

　
　
　
　

去
ぬ
。
い
か
に
も
さ
な
ゝ
り
。

231　

十
六
夜
は
月
を
も
捨
て
誰
も
な
し

　
　
　
　

善
光
寺
の
戒
檀
巡
り
け
る
は
十
七
夜
な
り

232　

闇
路
へ
て
た
ち
ま
ち
月
の
明
り
哉

233　

し
ら
菊
の
有
明
に
け
り
後
の
月

234　

更
行
や
草
に
結
ほ
る
の
ち
の
月

 

（
一
五
オ
）
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235　

く
ら
ひ
肥
て
え
の
こ
ろ
こ
ろ
ぶ
ひ
が
ん
哉　
　

236　

恋
べ
し
我
ゆ
ゑ
か
な
し
鹿
の
声　
　
　
　
　
　

237　

京
を
出
て
ひ
か
り
わ
た
る
や
薄
の
穂

　
　
　
　

麦
宇
を
と
ゞ
む

238　

見
せ
ば
や
な
田
舎
芝
居
の
風
の
穂
屋

　
　
　
　

信
濃
路

4

4

4

に
て

239　

い
な
ゝ
く
や
蕎
麦
よ
の
中
の
ぼ
て
つ
ぱ
ら

240　

透
垣
を
も
る
ゝ
朝
日
や
秋
海
棠

241　

唐
人
の
名
か
と
思
ふ
や
秋
海
棠

242　

芙
蓉
の
花

4

4

4

4

握
り
か
た
め
て
落
に
け
り

243　

う
き
時
は
風
の
か
る
か
や
詠
け
り

244

秋
の
小
草
扨
と
て
む
し
る
べ
く
も
な
し

　
　
　
　

新
類
題
集
え
ら
ば
れ
け
る
時
、
年
ご
ろ
の

 

（
一
五
ウ
）

＊
〈「
木
曽
路
」〉

＊
〈「
芙
蓉
の
花
」
を
「
花
芙

蓉
」
に
訂
正
〉
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草
〴
〵
を
拾
ひ
て
参
ら
せ
け
る
と
て

245　

名
な
し
草
め
つ
た
に
穂
に
は
出
た
り
け
り　

246　

し
の
ば
ず
の
池
や
蓮
の
実
ぬ
け
〳
〵
に

　
　
　
　

よ
し
野
の
奥
に
て
三
宝
鳥
を
聞
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

247　

声
す
む
や
秋
の
よ
し
野
は
仏
法
僧

　
　
　
　

秋
蟬
を

248　

か
ら
衣
ほ
つ
れ
て
寒
し
蟬
の
こ
え

249　

初
雁
の
お
り
る
や
う
す
は
な
か
り
け
り

250　

雁
金
や
月
に
す
れ
合
ふ
羽
の
光

　
　
　
　

淀
川
に
て

251　

か
り
鳴
や
夜
の
明
て
あ
る
二
番
舟

　
　
　
　

鳰
の
海

252　

湖
は
南
へ
長
し
雁
の
こ
ゑ

 

（
一
六
オ
）

＊
246〈
前
書「
東
叡
山
」を
見
せ
消
ち
〉

＊
〈「
よ
し
野
の
奥
見
ん
と
務

の
松
と
も
し
た
る
を
先
に
金

剛
杖
て
ふ
物
を
力
と
す
。
夜

は
墨
す
り
た
ら
ん
空
に
仏

法
々
々
と
囀
る
声
あ
り
。
高

野
大
師
の
三
宝
声
聞
一
鳥
と

な
さ
れ
、
念
最
上
人
の
う
ら

や
ま
し
。
い
か
に
囀
る
鳥
な

れ
ば
、
御
法
の
外
の
声
な
か

る
ら
ん
と
、
よ
ま
れ
し
な
ど

を
う
そ
あ
や
し
く
も
聞
伝
え

し
も
の
を
と
立
と
ゞ
ま
る
」〉
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老
師
を
但
馬
の
温
泉
に
残
し
参
ら
せ
て

　
　
　
　

帰
る
時　
　
　

253　

別
る
と
も
共
に
ね
ざ
め
ん
雁
の
声

254　

鵙
の
来
て
啼
か
ら
し
行
木
末
か
な

　
　
　
　

四
十
雀
の
乱
飛
せ
る
絵
に

4

4

4

4

4

4

255　

森
羅
万
象
み
な
わ
が
物
や
四
十
か
ら

256　

子
供
ら
よ
見
よ
案
山
子

4

4

4

さ
へ
君
が
為

　
　
　
　

伊
勢
の
御
祭
に
西
行
の
涙
を
す
ゝ
る

257　

月
影
に
日
か
げ
を
お
が
む
泪
か
な

258　

青
〳
〵
と
黄
菊
め
で
た
き
茎
葉
哉

　
　
　
　

田
家

259

綿
の
簀
に
ゆ
が
め
ら
れ
け
り
菊
の
花

　
　
　
　

多
賀
の
社
頭
を
拝
む
に

 

（
一
六
ウ
）

＊
〈「
乱
た
つ
図
に
」〉

＊
〈「
鹿
驚
」〉
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260　

し
ら
菊
や
御
供
の
米
は
三
杵
づ
き

261　

残─

菊
の
香
を
振
て
み
る
徳
利
哉

262　

栂
尾
へ
町
人
ま
い
る
紅
葉
か
な

　
　
　
　

高
野
永
源
寺
実
境

263　

藍
谷
へ
う
ち
か
ぶ
せ
た
る
紅
葉
哉

264　

薄
べ
り
を
敷
て
ち
ら
け
る
も
み
ぢ
か
な

265　

山
入
の
ふ
と
こ
ろ
さ
が
す
栬
か
な

　
　
　
　

さ
か
も
と

266　

二
十
一
社
一
社
〳
〵
の
も
み
ぢ
か
な

　
　
　
　

醍
醐
に
て
見
た
通
り
を

4

4

4

4

4

267　

下
枝
は
つ
ひ
に
も
み
ぢ
ず
鳥
の
糞

　
　
　
　

高
雄
の
紅
葉
見
に
ま
か
り
て
、
西
上
人
の

　
　
　
　

う
き
世
に
は
と
ゞ
め
お
か
じ
と
山
か
ぜ
の

 

（
一
七
オ
）

＊
〈「
見
る
ま
ゝ
を
」〉
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ち
ら
す
は
花
を
惜
な
り
け
り
の
心
に
て

268　

く
ち
葉
に
は
せ
じ
と
ち
ら
す
や
山
お
ろ
し

269　

酢
を
買
に
ゆ
く
嚊
と
へ
ば
芋
茎
哉

270　

鳩
の
居
て
啼
ね
い
り
け
り
秋
の
松

　
　
　
　

か
く
う
か
れ
あ
り
く
も
有
が
た
き
御
代

　
　
　
　

な
れ
ば
こ
そ
と
遠
く

　
　
　
　

御
霊
館
の
方
を
ふ
し
拝
み
奉
て

271　

色
か
へ
ぬ
松
葉
ひ
ろ
は
ん
江
戸
土
産

272　

し
ぶ
柿
や
畠
の
中
の
一
番
木

273　

侘
ぬ
れ
ば
渋
が
き
売
の
来
た
り
け
り

274　

金
柑
や
里
を
つ
ら
ね
て
枝
の
闇

　
　
　
　

虎
御
前
、
山
は
小
谷
の
城
落
さ
ん
と
て

　
　
　
　

向
城
築
て
、
木
下
藤
吉
郎
殿
を
こ
め

 

（
一
七
ウ
）
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置
れ
し
所
な
り

4

4

275　

に
ら
み
合
ふ
栗
さ
へ
落
て
山
寂
し

　
　
　
　

簗
が
瀬

4

4

4

276　

関
守
の
逆
茂
木
ふ
る
ふ
ぬ
か
ご
か
な

277　

出
は
い
り
に
ほ
ろ
り
〳
〵
や
藜
の
実

　
　
　
　

海
の
ぐ
る
り
谷
の
底
ま
で

4

4

穂
に
穂
さ
か
る
に

278　

旅
ご
ろ
も
濡
た
ら
大
事
が
い
ね
の
露

279　

侍コ
シ

女モ
ト

に
拾
は
せ
ら
る
ゝ
落
穂
哉

　
　
　
　

榎
の
葉
井
は
豊
浦
寺
の
ほ
と
り
に

　
　
　
　

在
と
聞
て
、
農
夫
に
と
へ
ば

280　

え
の
は
井
や
東
埔
塞
の
下
を
覗
か
せ
る

281　

小
よ
碪
天
の
川
原
の
ほ
と
り
か
な

　
　
　
　

梓
沢
、
笙
洲
の
二
好
士
を
宿
し
て

 

（
一
八
オ
）

＊
〈「
な
り
懐
古
」〉

＊
〈「
柳
ヶ
瀬
」〉

＊
〈「
ま
で
も
」〉
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282　

き
た
な
し
と
い
ふ
な
碪
の
か
ら
ご
ろ
も　
　

　
　
　
　

青
年
再
不

4

4

来

283　

長
き
夜
や
目
の
よ
き
と
き
は
寝
て
す
ぐ
し

284　

向
ふ
に
も
我
を
ま
ぼ
る
や4

秋
の
く
れ

285　

秋
の
く
れ
笑
仏
へ
ま
い
ら
ふ
よ

　
　
　
　

は
や
泊
り
せ
ん
と
神
奈
川
に
宿
る
に

286　

唐
紙
を
た
て
こ
め
ら
れ
て
秋
の
暮

　
　
　
　

鳥
驚
の
絵
に

287　

あ
き
の
く
れ
爰
な
も
人
で
な
か
り
け
り

288　

身
の
秋
や
寝
て
か
ら
思
ふ
事
清
き

　
　
　
　

放
生
頌

　
　
　
　

稽
康
が
遊
び
王
子
猷
が
た
の
し
み
な
り
と

 

（
一
八
ウ
）

＊
〈「
再下

不上

」〉

＊
〈「
か
」〉



51

お
も
ひ
し
は
あ
や
ま
れ
る
と
、
年
頃
く
る
し
め
ぬ
る

　
　
　
　

籠
の
鳥
を
放
ち
た
る
は
、
松
宮
氏
が
発
明

　
　
　
　

な
り
。
そ
も
仏
の
法
に
は
殺
生
戒
を
お
も

　
　
　
　

く
し
、
神
わ
ざ
に
も
放
生
会
を
お
ご
そ
か

　
　
　
　

に
す
。
つ
い
で
思
ふ
に
人
の
閉
こ
め
ら
れ

　
　
　
　

し
が
許
さ
れ
た
ら
ん
は
、
恩
の
為
に
命
を

　
　
　
　

抛
し
た
め
し
、や
ま
と
に
唐
に
す
く
な
か
ら
ず
。

　
　
　
　

さ
れ
ば
よ
、
い
ま
放
た
れ
し
鳥
ど
も
の

　
　
　
　

朝
に
は
多
賀
の
鳥
居
に
並
び
、
夕
に
は

　
　
　
　

鳥ト

籠コ

の
山
に
や
ど
り
て
、
た
ゞ
松
宮
の

　
　
　
　

羽
翼
た
ら
ん
と
囀
ら
ん
か
も

289　

田
つ
く
り
て
遊
べ
雁
金
わ
た
り
鳥

 

（
一
九
オ
）
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290　

神
棚
の
樒
ち
り
け
り
神
送

291　

兼
好
の
う
さ
ん
な
顔
や
神
迎

　
　
　
　

鳴
海
夜
泊

292　

か
く
す
な
よ
な
る
み
の
宿
の
亥
子
餅

　
　
　
　

草
庵
の
芭
蕉
翁
百
回
忌

4

4

4

293　

か
れ
を
花
ま
ね
く
と
す
る
や
ま
ね
ば
か
り

294　

思
出
て
撫
子
咲
や
小
六
月

295　

す
は
り
見
て
炉
を
開
け
り
法
し
ら
す

296　

嬉
野
の
茶
の
口
切
て
夕
月
夜

297　

茶
の
花
も
口
き
る
頃
や
数
奇
の
衆

298　

冬
木
だ
ち
月
は
よ
ろ
し
く
候
ぞ

299

冬
の
山
な
す
事
尽
し
姿
か
な

300　

冬
川
の
花
や
仏
の
た
て
が
ら
し

 

（
一
九
ウ
）

＊
〈「
百
回
」〉
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301　

こ
が
ら
し
や
柿
う
ち
竿
の
こ
け
る
音

302　

凩
の
吹
ぬ
き
た
れ
ば
山
青
し

　
　
　
　

汐
見
坂
に
て
富
士
の
名
ご
り
、
灘
の

　
　
　
　

遠
望
所
々
に
杖
を
立
る
に
、
山
嵐
身

　
　
　
　

を
責
む

303　

登
て
も
身
は
木
枯
の
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

304　

し
ら
菊
に
紅
さ
し
て
行
や
初
し
ぐ
れ

305　

蓑
虫
の
所
も
か
へ
ず
は
つ
時
雨

4

4

306　

し
ぐ
れ
き
や
つ
い
と
立
行
枝
の
鳥

307　

あ
つ
鳥
の
し
ぐ
れ
て
廻
る
薮
木
か
な

　
　
　
　

銘
想

4

4

308　

月
し
ぐ
れ
山
の
端
ち
か
き
身
な
り
け
り

309　

須
磨
琴
や
あ
と
な
き
音
に
も
一
し
ぐ
れ

 

（
二
〇
ウ
）

＊
〈「
雪
吹
」〉

＊
〈「
な
し
」〉



54

　
　
　
　

呼
継

4

4

の
浜
を
見
や
る
に

310　

松
風
の
し
ぐ
れ
て
月4

を
呼
継
や

　
　
　
　

鴬
山
の
鴬
子
を

311　

さ
ゝ
啼
や
う
ぐ
ひ
す
山
の
懐
子

　
　
　
　

山
家
に
在
て

312　

梟
や
二
冬
馴
て
常
と
な
る

　
　
　
　

音
無
の
瀧
を
尋
る
に

313　

瀧
と
へ
ば
梟
の
に
ら
ま
へ
に
け
り

314　

菊
か
れ
て
埃
う
き
け
り
瓶
の
水

315　

し
の
ぶ
草
枯
て
山
根
の
空
家
哉

316　

か
れ
じ
と
も
し
ら
ぬ
そ
う
な
る
尾
花
か
な

317

鵲
の
は
し
裏
寒
し
鳴
千
鳥

　
　
　
　

浜
名
の
橋
に
昔
を
し
の
ぶ

 

（
二
〇
ウ
）

＊
〈「
呼
続
」〉　

＊
〈「
雪
」〉　



55

318　

鳴
分
よ
湖
ち
ど
り
潮4

千
鳥

319　

海
べ
た
の
灯
籠
く
ら
し
鳬
の
声

　
　
　
　

沢
山
の
清
涼
寺
に
て

320　

洗
ふ
菜
を
鴨
の
引
け
り
寺
の
海

321　

水
涸
て
石
菖
寒
き
根
ぐ
み
哉

322　

冬
の
雨
き
た
な
い
や
う
に
お
も
へ
け
り

323　

瀬
に
と
ま
る
大
根
葉
さ
へ
も
今
朝
の
霜

324　

松
笠
や
工
手
ま
の
入
し
霜
の
花

　
　
　
　

木
船
に
て

325　

霜
ば
し
ら
す
く
〳
〵
た
つ
や
髪
の
落

326　

霜
や
け
の
手
に
〳
〵
わ
た
す
蜜
柑
哉

327　

闇
の
夜
と
思
へ
ず
冴
る
鐘
の
声

　
　
　
　

鐘
冴
る
と
い
ふ
事
を

 

（
二
一
オ
）

＊
〈「
汐
」〉
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328　

冴
る
音
や
龍
頭
に
落
る
暁
の
月

329　

虫
け
ら
の
心
に
成
て
冬
ぐ
ら
し

330　

冬
ご
も
り
枕
の
上
に
赤
日
さ
す

　
　
　

御ミ

修シ

法ホ

の
御オ

団ダ
ン

て
ふ
物
を
戴
て

　
　
　
　

蛇
は
石
を
く
は
へ
て
穴
に
入
、

　
　
　
　

熊
は
掌
を
嘗
て
蟄
す
と
い
ふ
に

331　

天
く
だ
る
甘
露
の
壺
や
冬
隠

4

4

　
　
　
　

越
の
瓢
庵
と
い
ふ
も
の
瓢
を

　
　
　
　

題
に
て

4

4

4

所
望
に

332　

冬
籠
り
瓢
の
中
ぞ
よ
か
る
べ
き

333　

降
か
ゝ
る
初
雪
青
し
笹
の
音

334

初
雪
や
手
を
さ
し
出
し
て
岸
の
松

335　

は
つ
雪
や
有
明
入
し
あ
と
の
山

 

（
二
一
ウ
）

＊
〈「
冬
籠
」〉

＊
〈「
題
し
て
詩
歌
発
句
〉
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王
母
が
桃
は
三
千
年

4

4

4

に
一
た
び
実
を
結
ぶ

　
　
　
　

と
か
や
。
古
巣
が

4

4

4

茄
子
は
と
れ
共
つ
き
ず
。

　
　
　
　

仙
境
羨
に
足
ら
ず
。
人
間
悲
べ
か
ら
ず
。

336　

は
つ
雪
に
枝
を
垂
た
る
茄
子
か
な

337　

二
度
め
に
も
ま
だ
あ
ら
ま
し
の
山
の
雪

338　

赤
松
の
三
木
を
揃
へ
て
け
さ
の
雪

339　

小ヲ

や
み
て
は
月
さ
す
雪
の
庭
樹
哉

340　

ふ
は
〳
〵
と
月
を
埋
め
て
枝
の
雪

341　

ぬ
か
る
ま
じ
月
夜
の
雪
の
だ
ま
し
降

342　

有
明
の
雪
ま
ん
べ
ん
に
降
に
け
り

343　

山
川
や
雪
を
潜
り
て
舟
く
だ
す

　
　
　
　

湖
上
眺
望

344　

小
ゞ
浪
や
雪
の
柴
舟
漕
つ
れ
て

 

（
二
二
オ
）

＊
〈「
三
千
と
せ
」〉

＊
〈「
古
巣
園
の
」〉

＊
338
〈
前
書
「
こ
の
句
、
方
広

法
師
甘
心
せ
ら
る
。
後
に
ふ

と
申
出
ら
れ
し
に
や
。
広
の

句
集
に
同
類
あ
り
。」〉
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345　

め
た
〳
〵
と
雪
の
埋
む
や
一
在
所

346　

小
服
綿
や
雪
の
降
と
も
し
ら
で
行

347　

雪
の
鳥
と
う
籠
明
て
と
ま
ら
せ
ん

348　

灯
籠
の
と
も
り
な
が
ら
に
雪
の
底

349　

お
も
し
ろ
や

4

4

4

4

4

茶
に
も
粥
に
も
雪
を
烹
る

350　

雪
詰
や

4

4

4

干
菜
一
葉
も
有
が
た
き　

351　

こ
の
も
し
く
踏
行
音
や
よ
る
の
雪

　
　
　
　

精
舎
に
て

4

4

352　

町
は
け
ふ
夷
講
な
り
寺
の
ゆ
き

　
　
　
　

思
ひ
し
ほ
ど
は
も
ら
ぬ
月
か
な
と
は

　
　
　
　

平
判
官
入
道
の
風
雅
な
り

353

雪
垣
や
思
ひ
し
よ
り
は
も
る
ゝ
月

　
　
　
　

高
雪
の
朝
、
友
人
蝿
翁
の
か
た
を
見
や
り
て

 

（
二
二
ウ
）

＊
349
〈
前
書
「
雪
詰
」〉

＊
〈「
雪
詰
や
」〉

＊
350
〈「
大
雪
や
」〉

＊
〈「
に
在
て
」〉
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354　

ゆ
き
礫
う
た
ば
や
小
文
ミ
く
ゝ
り
つ
け

355　

山
土
産
や
お
ろ
し
た
所
に
ち
る
霰

356　

し
よ
ん
ぼ
り
と
松
の
ぬ
れ
た
る
霙
か
な

357　

馬
市
や
み
ぞ
れ
そ
ぼ

4

4

〳・〵
う
ら
れ
行

　
　
　
　

母
の
十
三
回
忌
に
法
華
八
軸
を
書
写
し

　
　
　
　

奉
て
、
墓
の
側
に
収
る
に
塔
を
立
る
の

　
　
　
　

力
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば

358　

わ
が
涙
氷
り
て
塔
の
形
せ
よ

　
　
　
　

大
津

359　

浜
町
は
米
粒
ふ
み
て
寒
か
な

　
　
　
　

独
楽

360　

寒
き
夜
や
み
か
ん
あ
ぶ
り
て
茶
一
服

361　

御
火
焼
や
だ
か
ま
へ
て
み
る
夜
の
杉

 

（
二
三
オ
）

＊
〈「
し
よ
ぼ
〳
〵
」〉
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362　

御
か
ぐ
ら
や
焼
火
の
う
へ
の
寝
入
鳥

　
　
　
　

酒
造
下
村
氏

4

4

4

大
黒
天
勧
請
供
養
に

　
　
　
　

祭
文

4

4

有
て

363　

湖
を
酒
に
す
る
ほ
ど
米
た
も
れ

　
　
　
　

洞
寿
禅
院

364　

榾
の
火
に
す
ゝ
け
て
若
き
僧
も
な
し

365　

思
ひ
子
を
撫
む
と
な
づ
る
火
桶
か
な

366　

綿
ぼ
う
し
着
し
人
を
吹
あ
ら
し
哉

367　

歳
か
さ
の
上
座
は
ゆ
る
せ
破
紙
衣

368　

頭
を
挙
て
窓
を
守
る
や
冬
の
月

　
　
　
　

清
少
納
言
の
い
へ
る
す
さ
ま
じ
き
も
の

　
　
　
　

師
走
の
月
と
か

369　

冬
の
月
女
の
出
た
る

4

4

4

す
さ
ま
じ
き　

 

（
二
三
ウ
）

＊
〈「
下
村
氏
」
と
「
何
某
」

と
す
る
二
種
類
の
前
書
が
あ

り
、
同
一
句
が
重
複
し
て
収

載
〉

＊
363
〈「
願
文
」〉

＊
〈「
出
た
る
ぞ
」〉
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370　

芹
焼
や
月
冴
ま
さ
る
酢
の
匂
ひ

371　

守
山
や
豆
腐
も
あ
れ
と
蕪
汁

372　

か
ぶ
ら
汁
根
来
の
椀
も
を
さ
な
け
れ

373　

未
醤
豆
の
初
穂
を
取
し
納
豆
か
な

　
　
　
　

老
師
に
ぬ
か
み
そ
を
参
ら
せ
る
と
て
、其
瓶
に

　
　
　
　

天
の
漿
な
ら
ず
、
糸
瓜
の
水
入
な
ら
ね
ど

　
　
　
　

も
た
ら
ぬ
ぞ
よ
き
と
捨
ら
れ
ん
事
必
せ
り

374　

ほ
か
さ
れ
て
月
に
冴
よ
や
糂
粏
瓶

375　

と
よ
年
や
年
貢
の
後
の
俵
も
の

376　

柊
や
さ
す
肘
に
は
雪
を
は
ら
ひ

　
　
　
　

望
絶
に
し
身
に
も

377　

も
し
蓮
の
花
び
ら
な
ら
ば
宝
舟

378　

節
季
候
の
踏
倒
し
行
庇
か
な

 

（
二
四
オ
）
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379　

住
よ
し
の
松
と
夫
婦
の
う
ば
ら
か
よ

380　

冬
の
春
造
作
そ
う
な
る
来
や
う
哉

　
　
　
　

隠
居

381　

と
し
の
内
に
春
は
き
に
け
り
一
人
前

382　

黒
主
は
下
タ
ば
た
ら
き
や
年
木
こ
り

　
　
　
　

つ
た
な
き
を
勤
よ
と
励
ま
さ
れ
け
る
人
に

383　

今
更
に
何
せ
ん
年
は
松
の
下

　
　
　
　

明
れ
ば
初
老
に
成
ぬ
と
申
す
年
の
暮
に
、

　
　
　
　

老
師
の
、
い
と
な
め
よ
老
に
入
初
る
門
の
松

　
　
　
　

と
申
お
こ
し
給
ふ

4

4

4

4

4

4

返
し

384　

猶
さ
ら
に
お
し
へ
よ
老
の
事
始

385

年
わ
す
れ
そ
れ
よ
生
死
の
一
大
事

　
　
　
　

知
足

 

（
二
四
ウ
）

＊
〈「
申
こ
し
給
ふ
に
」〉



63

386　

貧
し
き
も
よ
し
や
師
走
の
机

　
　
　
　

竹
林

387　

鴬
や
師
走
の
人
の
き
か
ぬ
声

388　

か
み
京
は
ゆ
き
ゝ
静
に
春
ち
か
し

389　

芹
三
つ
葉
春
の
隣
の
近
け
れ
ば

390　

春
を
待
ば
か
り
に
な
れ
ば
眠
気
哉

　
　
　
　

菊
二
老
人
を
訪
ふ
に

391　

大
津
に
も
春
ま
つ
人
や
た
ゝ
き
鉦

392　

庭
鳥
も
春
ま
つ
よ
ひ
の
寝
顔
哉

393　

行
と
し
や
何
思
ひ
し
も
阿
房
な
り

　
　
　
　

世
の
う
き
事
申
聞
え
し

4

4

4

人
に

394　

よ
る
年
や
耳
な
し
山
へ
い
ざ
ゆ
か
ん

　
　
　
　

今
は
家
業
を
妨
る
の
み

4

4　

 

（
二
五
オ
）

＊
〈「
聞
え
け
る
」〉

＊
〈「
の
み
な
り
」〉



64

395　

年
の
く
れ
老
は
妻
子
に
礼
い
は
め

　
　
　
　

天
食
天
衣
善
哉
仏
道

　
　
　
　

四
十
七
字
得
兮
神
通

396　

惜
や
年
げ
に
お
も
し
ろ
き
年

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
り
し

397　

大
ど
し
や
机
の
う
へ
の
錬
つ
か
ひ

　
　
　
　

倹
を
守
て

398　

夕
食
に
奢
付
け
り
大
三
十
日

399　

年
ご
も
り
梅
に
鴬
来
て
と
ま
る

 

（
二
五
ウ
）

＊
〈「
今
年
さ
て
お
も
し
ろ
い

事
」〉
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古
巣
発
句
集
下

　
　
　
　

粟
津
の
芭
蕉
堂
を
お
が
め
ば
在
ス
が
ご
と
く
に

4

4

4

4

　
　
　
　

門
人
両
側
に
侍
座
せ
り
。
主
は
沂
風
法
師
と

　
　
　
　

初
て
し
る
。

400　

絵
の
中
に
う
ご
き
出
し
た
る
紙
衣
か
な

　
　
　
　

但
馬
の
髭
風
の
湖
南
の
浮
巣
庵
に
か
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

住
ひ
を
尋
る
に

4

4

4

4

4

4

、
酒
泉
何
が
し
が
構
の
内
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

り
け
れ
ば

4

4

4

4

401　

酒
壺
の
中
な
る
鳰
の
う
き
す
哉

　
　
　
　

伊
吹
山
の
初
雪
を
、
京
な
る
、
湖
南
な
る

　
　
　
　

人
々
に

4

4

4

見
せ
ま
ほ
し
く
て

402　

は
つ
雪
や
告
む
と
す
れ
ば
二
十
余
里

　
　
　
　

十
三
夜

4

4

4

五
升
庵
に
侍
り
て　
　

 

（
二
六
オ
）

＊
〈「
ご
と
く
」〉

＊
〈「
中
む
か
し
湖
南
の
文
素
、

可
風
と
て
は兄ら
か弟ら
の
す
き

人
の
住
る
浮
巣
庵
は
、
酒
泉

何
が
し
が
構
の
う
ち
に
在
。

但
馬
の
髭
風
の
か
り
に
す
ま

ひ
け
る
を
訪
て
」〉

＊
〈「
人
に
」〉

＊
〈「
九
月
十
三
夜
」〉



66

403　

庵
の
月
音
せ
ぬ
隣
こ
ゝ
ろ
有

　
　
　
　

高
砂

4

4

の
布
舟
世
を
譲
ぬ
と
申
聞
え

4

4

4

4

し
に

404　

高
砂
の
桜
ば
か
り
を
世
の
友
か

　
　
　
　

吉
備

4

4

の
古
声
隠
居
し
て
眠
亭
と
呼
と
聞
て

405　

月
花
に
酔
ふ
く
れ
し
な
は
ら
袋

　
　
　
　

太
郎
子

4

4

4

に
名
を
譲
て
栖
ふ
る
し
た
る

　
　
　
　

も
の
ゝ
う
ち
に
か
ゞ
み
て

406　

鴬
と
古
巣
並
べ
て
す
む
世
哉

　
　
　
　

老
は

4

4

礼
者
に
う
し
ろ
向
て

407　

蓬
莱
の
山
の
山
が
つ
楽
な
事

　
　
　
　

二
郎
子
が
勧
学
に
筑
紫
に
有
け
る
に

4

4

4

4

408

泉
水
の
な
が
れ
と
し
れ
よ
西
の
海

　
　
　
　

為
霖
が
師
の
老
和
尚
に

4

4

4

4

奉
け
る
枝
に
つ
け
ゝ
る

4

4

4

4

 

（
二
六
ウ
）

＊
〈「
播
磨
高
砂
」〉

＊
〈「
と
聞
え
」〉

＊
〈「
備
後
」〉

＊
〈「
四
十
三
の
春
太
郎
子
」〉

＊
〈
な
し
〉

＊
〈「
在
に
申
遣
す
」〉

＊
〈「
禅
師
に
折
て
」〉

＊
〈
な
し
〉
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409　

早
梅
や
末
の
小
粒
は
い
つ
か
咲

　
　
　
　

如
毛

4

4

が
初
老
の
初
夢
に
富
士

4

4

を
見
た
る
賀
宴

4

4

410　

夢
も
し
る
し
雪
を
い
た
ゞ
く
賀
の
初

　
　
　
　

塘
里
が

4

4

4

初
老
を
寿
と
て

411　

こ
れ
か
ら
は
静
な
る
こ
そ

4

4

4

4

4

花
ご
ゝ
ろ　
　
　
　
　

　
　
　
　

臼
月
氏
が
家
督
の
賀

4

4

4

4

4

4

4

4

に　

　
　
　
　

其
家
に
生
て
其
家
を
続
け

4

4

ば
と
て

　
　
　
　

我
物
と
は
思
べ
か
ら
ず
。預
り
し
と
心
得
べ
し
。

412　

福
わ
ら
や
塵
と
い
ふ
と
も
す
つ
る
な
よ

　
　
　
　

釈
了
安　

米
字
の
賀
讃

4

4

4

4

4　

413　

米
の
字
は
菩
薩
と
も
よ
む
か
と
思
ふ

　
　
　
　

彦
根
何
が
し

4

4

4

4

4

、
天
橋
立
の
松
を
ね
ご　

　
　
　
　

し
う
ゑ
て
所
望
に

 

（
二
七
オ
）

＊
〈「
多
賀
の
如
毛
」〉

＊
〈「
富
士
山
」〉

＊
〈「
賀
宴
に
」〉

＊
〈「
土
田
の
塘
里
の
」〉

＊
〈「
只
静
な
れ
」〉

＊
〈「
臼
井
氏
家
督
賀
」〉

＊
〈「
継
げ
」〉

＊
〈「
八
十
八
才
米
字
の
讃
」〉

＊
〈「
彦
城
何
某
庭
に
」〉
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414　

松
の
音
す
は
や
切
戸
の
月
の
汐

　
　
　
　

尼
子
の
鼠
穴
庵

415　

来
て
見
れ
ば
月
の
鼠
の
穴
お
も
し
ろ

　
　
　
　

あ
る
道
場
に
て

416　

夏
話
せ
ん
来
迎
柱
に
打
も
た
れ

　
　
　
　

瓦
全
が
五
十
賀
通
題
寄
梅
祝

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

417　

咲
の
こ
る
末
の
長
さ
よ
う
め
の
花

　
　
　
　

老
医
遊
林
の
家
に
年
賀
す
と
聞
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

418　

幾
つ
ぞ
や
春
の
林
に
遊
ぶ
人

　
　
　
　

人
の
馬
の
鼻
向
に
笠
を
や
る
と
て
其
う
ら
に
書

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

419　

鴬
の
ぬ
ふ
て
ふ
笠
ぞ
麁
そ
う
て
も

　
　
　
　

膳
所
の
瓜
泥
士
の
さ
ま
か
へ
し
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4　

420　

秋
風
の
素
袍
の
袖
に
吹
た
り
や

 

（
二
七
ウ
）

＊
〈「
瓦
全
五
十
賀
に
寄
梅
祝
」。

「
瓦
全
」
は
「
人
の
」
を
訂

正
。〉

＊〈「
老
医
平
尾
遊
林
の
年
賀
に
」〉

＊
〈「
人
に
馬
の
鼻
む
け
に
菅

笠
を
お
く
る
と
て
」〉

＊
〈「
膳
所
鈴
木
瓜
泥
士
の
官

を
や
め
て
さ
ま
か
へ
し
に
」〉
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彦
城
の
後
閑
梅
風
士
、今
よ
り
も
の
い
は
じ
と
て

仕4

を
避
て
残
生
を
養
は
る
、と
聞
て
始
て
と
ふ

421　

隠
家
は
た
づ
ね
や
す
さ
よ
梅
の
花　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

人4

に
梅
主
の
名
を
付
て

422　

梅
ぬ
し
の
す
き
と
申
ぞ
頼
も
し
き　

　
　
　
　

御
堂
前
の
南
兮
亭

4

4

4

4

4

4

4

423　

蓬
莱
の
奥
は
宗
旨
の
御
堂
哉

　
　
　
　

柳
と
い
ふ
女
巡
礼

4

4

4

首
途
に

424　

ゆ
ら
〳
〵
と
大
悲
の
御
手
の
柳
か
な

　
　
　
　

伊
賀
の
杜
音
が
父
の
古
稀
に

4

4

4

425　

鳥
が
音
も
こ
き
と
は
や
す
や
花
筵

　
　
　
　

庭
の
古
松
を

4

4

4

4

4

426　

涼
し
さ
や
松
も
昔
の
祖
の
影

 

（
二
八
オ
）

＊
〈「
官
」〉

＊
〈「
磯
野
氏
」〉

＊
〈「
御
堂
前
南
兮
亭
に
て
」〉

＊
〈「
女
の
巡
礼
」〉

＊
〈「
古
稀
賀
に
」〉

＊
〈「
吾
家
の
庭
の
松
の
古
く

い
や
さ
か
ゆ
る
を
歓
ぶ
」〉
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知
了
尼
が
書
た
る
竹
の
絵
に

4

4

4

4

4

4

4

　
　
　
　

こ
の
尼
や
口
に
は
念
仏
を
申
、
手
に
は

　
　
　
　

竹
を
、
画
の
外
何
も
し
ら
ず
。
い
と
尊
し
。

427　

一
す
ぢ
の
心
の
た
け

4

4

ぞ
涼
し
け
れ

　
　
　
　

薮
田
氏
一
子
誕
生
に

4

4

4

4

4

4

4

4

428　

竹
の
子
は
遠
く
も
見
ゆ
る
程
に
な
れ

　
　
　
　

膳
所
太
守
公

4

4

4

4

4

の
尚
歯
言
は
、高
き
才
あ
る
に
限
ら

　
　
　
　

ず
、賤
き
た
み
く
さ
ま
で
も
歳
七
十
よ
り
う
へ

　
　
　
　

な
る
を
御
城
に
召
の
ぼ
せ
ら
れ
て
、
御
盃
を

　
　
　
　

な
が
し
給
ひ
、御
さ
か
な
と
り
〴
〵
に
、かつ
煖
な
る

　
　
　
　

服4

を
恵
み
下
さ
れ
け
る
。
誠
に
有
が
た
き

　
　
　
　

御
う
つ
く
し
み

4

4

4

4

4

に
な
ん

429　

つ
れ
立
て
の
ぼ
ら
ま
ほ
し
や
花
の
雲

 

（
二
八
ウ
）

＊
〈「
画
け
る
竹
の
賛
」〉

＊
〈「
竹
」〉

＊
〈「
薮
田
氏
が
一
子
を
設
し

喜
び
に
」〉

＊
〈「
わ
が
膳
所
の
君
」
の

「
の
君
」
は
「
太
守
公
」
を

訂
正
〉

＊
〈「
衣
」〉

＊
〈「
い
つ
く
し
み
」〉
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日
枝
の
前4

、
探
題
の
菩
薩
戒
授
け
給
ひ
、
手

　
　
　
　

づ
か
ら
御
血
脉
戴
か
さ
せ
給
ふ
時
に
遇
て

　
　
　
　

其
歓
び
を
申
と
て
書
て
奉
け
る
古
歌
の
み
ぞ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

430　

吹
お
ろ
す
花
や
う
き
世
の
民
の
た
め

　
　
　
　

彦
根
の
飛
川

4

4

4

4

4

新
宅
賀
に
菊
作
り

4

4

4

な
り
け
れ
ば
、

　
　
　
　

蔵
立
る
力
や
な
く
て
と
は
、
い
か
な
り
や
。

　
　
　
　

か
し
こ
き
御
代
に
貢
す
る
主
が
風
雅
は

431　

家
建
る
ち
か
ら
も
有
て
菊
の
花

　
　
　
　

や
し
き
に
子
規
の
啼
け
れ
ば

432　

か
し
の
木
は
鬱
と
し
け
れ
と
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　
　

旭
山
が
あ
な
た
こ
な
た
よ
り
祿
た
ふ
べ
ら
ん
と

　
　
　
　

聞
え
給
ふ
を
吾
妻
よ
り
申
こ
し
け
る
返
事
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

433　

ち
ひ
さ
し
と
東
の
山
に
わ
ら
は
る
な

 

（
二
九
オ
）

＊
〈「
前
の
」〉

＊
〈「
奉
け
る
」〉

＊
〈「
深
山
氏
飛
川
が
」〉

＊
〈
菊
作
〉

＊
〈「
給
ふ
と
申
き
こ
え
け
る

ま
ゝ
吾
妻
へ
申
遣
し
け
る
。

旭
山
後
ニ
申
暢
名
ヲ
昶
ト

云
」〉
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も
の
く
れ
に
来
し
人
を
見
送
り
て

4

4

4

4

434　

憎
か
ら
ね
物
く
れ
に
き
し
雪
の
痕

　
　
　
　

白
銀
町
に
道
彦

4

4

の
幽
栖
を
尋
ぬ

4

4

435　

し
ろ
が
ね
は
菊
で

4

4

有
し
ぞ
面
白
き

4

4

4

　
　
　
　
東
都

4

4

に
て
病
に
伏
け
る
が
、ち
と
快
け
れ
ば
九
日
に

4

4

4

436　

か
ん
病
に
か
へ
て
す
え
け
り
菊
の
瓶

　
　
　
　

同
じ
時
に
三
人
の
同
行
の
う
ち一人
先
へ
帰
ら
ん

　
　
　
　

と
い
へ
ば
、
病
の
か
し
ら
も
た
げ
て

437　

三
つ
栗
や
口
明
た
ら
ば
皆
は
じ
ら
ふ

　
　
　
　

い
づ
く

4

4

4

迄
も
と
慕
ひ
く
る
も
の

4

4

を
、海
晏
寺
の

　
　
　
　

門
前
に
盃
と
り
て
、さ
ら
ば
よ
と
さ
し
ぬ
れ
ば
、何

　
　
　
　

と
も
え
い
は
で
い
た
ゞ
き
な
が
ら
、ひ
れ
伏
た
る
を

　
　
　
　

別
と
す
。顧
れ
ば
、心
細
気
に
見
送
た
る
哀
恩
愛
よ
。

 

（
二
九
ウ
）

＊
〈「
見
送
る
と
て
」〉

＊
〈「
村
上
道
彦
」〉

＊
〈「
と
ふ
」〉

＊
〈「
菊
に
て
」
の
「
に
」
を

見
せ
消
ち
〉

＊
〈「
お
も
し
ろ
し
」
を
「
お

も
し
ろ
き
」
に
訂
正
。〉

＊
436
〈「
江
戸
」〉　

＊
〈
な
し
〉

＊
〈「
昶
が
い
づ
こ
」〉

＊
〈
な
し
〉
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438　

音
な
し
に
時
雨
て
別
れ
行
秋
か

　
　
　
　

四
恩

4

4

439　

い
ざ
家
内
よ
く
戴
て
羹
祝
は
ん4　

　
　
　
　

元
朝
法
華
経
の
千
二
百
の
耳
の
功
徳

　
　
　
　

八
百
の
鼻
の
功
徳
て
ふ

4

4

所
を
読
て

　
　
　
　

六
十
の
身
の

4

4

骨
に
徹
し
侍
る

440　

松
の
香
や
雑
煮
の
烹
る
音
も
す
る

　
　
　
　

還
暦
に

4

4

4

441　

元
朝
や
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
何
も
な
し　
　

　
　
　
　

身
の
痛
む
病
に
臥
け
る
時
に
、
早
蕨

4

4

を

　
　
　
　

採
て
、
い
た
む
と
こ
撫
ま
い
ら
せ
よ
。
蕨
の
手

　
　
　
　

と
申
お
く
り
け
る
寸
長
に
返
し

442　

衰
へ
や
さ
わ
ら
び
の
手
の
撫
ご
ゝ
ろ

 

（
三
〇
オ
）

＊
〈「
神
仏
の
影　

御
代
の
影　

親
の
恩　

師
の
恩
」〉

＊
〈「
や
」
を
訂
正
し
て
「
ん
」〉

＊
〈「
と
云
」〉

＊
〈「
老
が
」〉

＊
〈「
本
卦
の
春
を
迎
へ
て
」〉

＊
〈「
山
の
早
蕨
」〉
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楽
三

4

4

老
人
六
十
三
部
書
写
し
て
命
終

　
　
　
　

在
し
法
華
経
を
取
次
し
て
葎
三
禅
師
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

　
　
　
　

み
そ
な
は
す
と
て

4

4

443　

移
り
香
も
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ず
蓮
の
花

　
　
　
　

曽
我
の
季
子
五
才
に
て
能
諷
誦
す

444　

東（
マ
マ
）西

子
の
口
か
ら
出
る
や
蓮
の
糸

　
　
　
　

安
藤
正
受
の
菩
薩
戒
受
ら
れ
し
に

445　

月
冴
む
雲
と
い
ふ
わ
ろ
消
つ
く
し

　
　
　
　

清
涼
寺
葎
三
禅
師
の
菩

4

4

4

4

4

4

4

4

4

薩4

戒
に

4

4

　
　
　
　

戒
弟
千
人
の
う
ち
に
列
り
侍
り
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

446　

涼
し
さ
や
草
木
と
同
じ
心
な
る

　
　
　
　

冨
尾
山
の
百
杵
六
十
賀
に
一
千
年
色

　
　
　
　

雪
中
深
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
を
俳
諧
に
い
ふ

 

（
三
〇
ウ
）

＊
〈「
嘉
瀬
井
楽
山
」〉

＊
〈「
僕
三
禅
師
に
」〉

＊
〈「
に
取
次
し
て
」〉

＊
〈「
清
涼
寺
に
こ
も
り
て
三

世
諸
仏
の
御
名
を
唱
へ
は

て
ゝ
菩
薩
戒
授
り
侍
り
て
」〉
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447　

山
松
や
雪
の
ふ
る
枝
の
ち
か
ら
瘤

　
　
　
　

子
宝
と
か
や

448　

う
ら
盆
や
仏
の
な
み
に
あ
し
ら
は
れ

　
　
　
　

在
竹
変
宅
の

4

4

4

4

4

賀
に
、
4い
ま
だ
一
子

　
　
　
　

な
か
り
け
れ
ば

4

4

4

4

4

4

祈
祷
の
心
を
そ
ふ

449　

竹
の
子
の
よ
う
出
そ
う
な
る
地
福
か
な

　
　
　
　

こ
の
年
頃
は
お
ろ
し
や
の
賊
船
の
う
か
ひゞ
も4

や

　
　
　
　

せ
ん
と
て
世
上

4

4

4

4

4

4

さ
う
〴
〵
し
か
り
し
も

450　

梅
に
鴬
薮
か
ら
棒
も
出
ぬ
世
哉

　
　
　
　

雪
径
六
十
賀
の
書
初
に
、
万
歳
を
画
て

　
　
　
　

讃
所
望
に
、
餻
屋
な
り
け
れ
ば

451　

ま
ん
歳
や
餅
屋
の
臼
も
き
し
の
松

　
　
　
　

筑
紫
天
満
宮
奉
納
に

4

4

4

 

（
三
一
オ
）

＊
〈「
在
竹
宅
を
繁
昌
の
地
へ

移
し
け
る
」〉

＊
〈「
あ
ら
ざ
れ
ば
」〉　　

＊
〈
な
し
〉

＊
〈「
す
る
と
て
世
上
い
と
」〉

＊
〈「
九
百
回
法
楽
」〉
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452　

人
と
な
る
道
の
た
つ
き
や
松
と
梅

　
　
　
　

多
賀
の
末
社
八
重
垣
の
宮
に
十
月
八
日
に4

　
　
　
　

木
の
葉
の
御
供
と
云
祭
在
。
餻
を
木
葉
の

　
　
　
　

形
に
調
じ
て
奉
な
り
と
神
職
寸
龍

4

4

の

　
　
　
　

語
ら
る

453　

神
風
や
こ
の
は
の
御
供

4

4

散
う
せ
ず

　
　
　
　

粟
津
芭
蕉
堂
百
回
忌

4

4

4

　
　
　
　

例
も
奉
扇
会
と
て
、
翁
の
も
た
ま
へ
る
扇
を

　
　
　
　

と
り
かへ
参
ら
せ
る
日
な
る
に
、大
会
引
上
な
れ
ば

　
　
　
　

千
里
を
遠
し
と
せ
ず
参
る
好
士
凡
五
百
口
と4

　
　
　
　

か
や

4

4

。何
が
し
殿
下
の
御
筆
し
て「
正
風
宗
師
」の

　
　
　
　

額
を
参
ら
せ
給
ふ
。
誠
に
盛
な
る
哉
こ
の
道
。

454　

お
く
り
名4

を
始
て
あ
ふ
ぐ
扇
か
な

 

（
三
一
ウ
）

＊
〈
な
し
〉

＊
〈「
何
某
寸
龍
」〉

＊
〈「
餅
ひ
」〉

＊
〈「
百
年
忌　

寛
政
五
丑
年

四
月
十
日
よ
り
十
二
日
迄
」〉

＊
〈「
三
百
歌
仙
満
座
す
」〉

＊
〈「
号ナ

」〉
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祖
先
瑞
雲
院
二
百
年
の
玉
魂

4

4

4

に
文
章
有
て

455　

二
百
年
は
ひ
伝
へ
た
る
瓜
ぞ
こ
れ

　
　
　
　

先
師
の
五
七
日
に

4

4

4

4

一
夜
〳
〵
月
お
も
し
ろ
の

　
　
　
　

十
夜
哉
の
遺
像
を
祭
て

4

4

456　

一
夜
〳
〵
月
や
朧
に
世
を
隔
つ

　
　
　
　

同
じ
く
一
周
忌
に

4

4

4

4

4

4

4

回
向
申
て
思
ふ
に
折
ふ
し

4

4

4

　
　
　
　
の
た
ま
ひ
し
は
、
汝
病
が
ち
な
り
。
能
養
ひ
て

　
　
　
　

五
十
迄
は
な
が
ら
へ

4

4

4

4

よ
か
し
。
山
水
を
観
る
も
、

　
　
　
　

書
を
読
も
、

4

4

無
常
の
こ
と
わ
り
も
、
身
に

　
　
　
　

し
み
て
覚
ゆ
る
も
の
ぞ
と

457　

な
が
ら
へ
て
涕
す
ゝ
る
ば
か
り
な
り

　
　
　
　

同
じ
く
大
祥
忌
に

4

4

4

4

4

4

4

458　

京
に
な
き
も
の
上
ま
せ
ん
雪
の
枝

 

（
三
二
オ
）

＊
〈「
玉
祭
」〉

＊
〈「
五
七
日
に
愛
知
川
の
蓮

泉
寺
に
て
追
福
会
に
」〉

＊
〈「
崇
て
」〉　

＊
〈「
先
師
の
像
に
」〉

＊
〈「
あ
る
時
に
」〉

＊
〈「
な
が
ら
へ
て
」〉

＊
〈「
見
る
も
」〉　

＊
〈「
先
師
十
三
回
に
」〉
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月
川
祖
明
阿
舎
黎
の
七
め
ぐ
り
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

知
善
院

　
　
　
　

に
て
懐
旧
会　

月
の
夜
雪
の
日

459　

花
さ
け
ば
音
づ
れ
ぬ
ま
も
な
か
り
し
に　
　

　
　
　
　

む
か
し
時
雨
会
に
義
仲
寺
に
て

460　

し
ぐ
れ
な
ん
龍
が
岡
は
な
雲
お
こ
る

　
　
　
　

む
か
し
報
恩
講
法
楽
会
に

4

4

4

4　

461　

他
宗
に
は
お
通
夜
の
豆
腐
沙
汰
せ
な
よ

　
　
　
　

妙
感
寺
に
万
里
小
路
藤
房
卿
の
隠
い
ま
し
て

　
　
　
　

世
中
を
よ
そ
に
三
雲
の
闇
深
く
て
る
月
影
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
部
山
ヲ
云

　
　
　
　

山
住
の
友
、
と
詠4

給
へ
る
真
跡
と
て
在
。

　
　
　
　

御
像
の
ま
へ
に
か
し
こ
ま
り
て

462　

君
ま
さ
で
よ
し
野
の
花
も
ち
り
し
と
や

　
　
　
　

上
の
諏
訪
の
広
前
に
額
突
て
心
ゆ
く
ま
で

 

（
三
二
ウ
）

＊
〈「
同
じ
人
の
七
年
忌
に
」〉

＊
〈「
法
楽
会
の
追
加
に
」〉

＊
〈「
詠
じ
」〉
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陀
羅
尼
唱
へ
奉
り
、
や
ゝ
か
し
ら
も
た
げ
て

　
　
　
　

お
が
み
奉
れ
ば
、
社
頭
の
奥
は
唯
久
か
た
の 

　
　
　
　

空
な
り
け
り
。
こ
ゝ
に
於
て
皆
同
一
体
の

　
　
　
　

理
り
い
よ
ゝ
明
ら
か
に
有
が
た
涙
す
ゞ
ろ

　
　
　
　

に
お
ぼ
え
侍
る

463　

た
の
も
し
や
神
と
お
が
む
も
空
の
事

　
　
　
　

尾
州
笠
寺
の
観
世
音
は
笠
召
た
り

4

4

4

464　

施
無
畏
者
も
笠
や
時
雨
の
御
用
心

　
　
　
　

長
浜
祭

465　

子
供
ら
が
顔
秋
ふ
け
ぬ
戻
り
山

　
　
　
　

伊
吹
山
観
音
寺
法
楽
会
に

466　

南
無
大
悲
観
す
れ
ば
花
の
咲
音
も

　
　
　
　

木
本
地
蔵
堂
法
楽
会
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

 

（
三
三
オ
）

＊
〈「
着
ま
せ
り
」〉

＊
〈「
木
本
長
祈
山
地
蔵
尊
法

楽
に
」〉
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467　

た
ら
ち
ね
と

4

4

4

4

4

頼
む
や
川
原
撫
子
の

　
　
　
　

煩
悩
即
菩
提

468　

鬼
の
出
る
雲
か
ら
出
る
や
秋
の
月

　
　
　
　

京
大
仏
殿
雷
火

469　

腹
を
た
つ
秋
天
ま
で
も
灰
の
山

　
　
　
　

吾
家
の
墓
所
の
桜
を

470　

花
を
踏
で
墓
へ
ち
か
よ
る
歩
み
哉

　
　
　
　

久
米
路
の
岩
橋
に
攀
の
ぼ
り
て

4

4

4

4

4

471　

岩
は
し
や
霞
も
か
け
ず
お
そ
ろ
し
き

　
　
　

月
亭
書
画
帖
の
跋

　
　
　
　

よ
る
は
一
日
の
余
り
心
の
ど
め
ん
と
す
れ
ど
、

　
　
　
　

さ
す
が
に
訪
来
る
人
を
、
あ
な
か
ま
と
も

　
　
　
　

い
は
で
の
森
の
草
紙
見
せ
お
け
る
は
、

 

（
三
三
ウ
）

＊
〈「
た
ら
ち
め
と
」
の
「
め
」

の
右
側
に
「
ね
」
を
書
き
添

え
る
」〉　

＊
〈「
閑
田
先
生
幻
阿
上
人
の

供
せ
し
時
」〉

＊〈
月
亭
書
画
帖
の
跋
文
な
し
〉
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誠
に
月
の
主
な
る
哉
、
誠
に
月
の
あ
る
じ

　
　
　
　

ぶ
り
か
な
と
、恥
か
し
の
森
み
ぬ
お
く
れ
か
いつ
く

　
　
　
　

天
の
橋
立
の
今
夜
こ
そ
と
て

4

4

4

4

4

4

、
老
師
に

　
　
　
　

随
て
麦
宇
と
い
く
に
、
宮
津
の
好
人
等

　
　
　
　

舟
よ
そ
ひ
し
て
待
ま
う
け
ら
る
。
峰
山
の

　
　
　
　

其
白
も
こ
ゝ
迄
出
む
か
ひ
て4

、す
ゞ
ろ
に
興
行
、

　
　
　
　

成
相
寺
に
て
眺
望

4

4

472　

今
わ
た
ら
ば
月
に
天
窓
の
閊
べ
し

　
　
　
　

老
曽
杜

473　

念
仏
を
申
て
過
ぬ
も
り
の
冬

　
　
　
　

瀬
田
尻
の
米
か
し
て
ふ
処
に
て

474　

米
か
し
や
ま
と
め
か
ね
た
る
友
ち
ど
り

 

（
三
四
オ
）

＊
〈「
月
み
ん
と
」〉

＊
〈「
つ
ゝ
」〉

＊
〈「
眺
望
の
侭
を
」〉
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番
場
の
辻
堂
の
藤
見
に
ま
か
り
て
思
ふ
に
、

　
　
　
　

こ
ゝ
な
ん
元
弘
の
む
か
し
、
六
破
羅
衆
四
百

　
　
　
　

有
余
人
、
一
時
に
腹
か
き
ゝ
り
し
所
な
り
と4

475　

仲
時
の
春
の
限
り
や
藤
の
花

　
　
　
　

平
松
山

4

4

4

の
美
し
松
て
ふ
こ
そ
世
に
類
な
け
れ

476　

し
さ
る
ほ
ど
う
つ
く
し
松
の
花
ぐ
も
り

　
　
　
　

河
内
の4

在
原
寺

477　

筒
井
づ
ゝ
糸
瓜
南
瓜
水
か
ゞ
み

　
　
　
　

鷲
の
絵
讃

478　

欲
界
は
鷲
よ
り
人
ぞ
す
さ
ま
じ
き

　
　
　
　

富
士
の
画
讃

　
　
　
　

孝
霊
天
皇
四
年 

湖
水
顕
不
尽
山
現

479　

近
江
田
の
米
や
つ
く
ね
て
ふ
じ
の
山

 

（
三
四
ウ
）

＊
〈「
と
哀
に
て
」〉

＊〈「
石
部
山
ち
か
き
平
松
山
」〉

＊
〈「
国
」〉

＊
478
〈「
長
浜
三
壺 

所
望
」〉

＊
479
〈「
長
浜
真
杉
呑
花 

所

持
」〉
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芭
蕉
葉
の
破
果
し

4

4

4

上
に
月
の
明
残
れ
る
図
に

4

4

480　

秋
風
に
破
れ
て
後
は
夢
も
な
し

　
　
　
　

諷
物
の
図
讃
に
鉢
木
を
探
得
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

481　

返
報
に
賜
て
候
青
山
枡4

　
　
　
　

下
司
の
垣
間
見
合
へ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

絵
に

482　

睴
の
わ
れ
て
も
逢
ん
月
に
一
夜

　
　
　
　

大
黒
天
の
珠
う
ち
出
せ
る
に

4

4

4

4

483　

こ
の
玉
の
泥
に
よ
ご
れ
ぬ
心
も
て

　
　
　
　

松
子
よ
り
諷4

物
の
尉
と
姥
の
化
現
せ
し
図
に

484　

名
ど
こ
ろ
の
松
の
奇
枝
を
か
げ
ろ
ふ
よ

　
　
　
　

絵
賛

4

4　

不
開
口
笑
是
痴
人

4

4

4

4

4

4

4

485　

む
く
つ
け
き
栗
や
石
榴
も
わ
ら
ふ
の
に

　
　
　
　

猿
猴
が
月
に4

 

（
三
四
ウ
）

＊
〈「
破
れ
し
」〉

＊〈「
図
に
観
想　

寸
長
所
望
」〉

＊
〈「
諷
物
図
賛
探
題
に
鉢
ノ

木
を
得
て
」〉

＊
〈「
椒
」〉

＊
〈「
下
司
共
の
」〉

＊
〈「
出
た
る
絵
に
」〉

＊
〈「
謡
」〉　

＊
484
〈
在
竹
所

望
〉

＊
〈「
栗
と
柘
榴
の
絵　

挙
盃

不
笑
是
癲
人
」〉

＊
〈「
の
讃
」〉
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486　

小
盗
み
の
あ
だ
名
が
愛
や

4

4

月
の
友

　
　
　
　

蕣
の
垣
ね

4

4

に
か
ら
猫
の
眼
を
い
か
ら
せ
る
図
に

4

4

4

4

4

4

4

487　

朝
顔
や
猫
と
女
ぞ
お
そ
ろ
し
き

　
　
　
　

雑
木
の
紅
葉
の
絵
に

488　

紅
葉
て
ふ
も
み
ぢ
な
ら
ね
ど
栬
か
な

　
　
　
　

鹿
の
珠
を
み
る

489　

霜
踏
で
啼
し
べ
い
さ
ら
ば
さ
ら
か
な

　
　
　
　

巣
父
許
由
に4

490　

か
は
れ
て
は
鳴
か
ぬ
鳥
か
や
郭
公

　
　
　

守
武

4

4 

4宗
鑑

4

4 

4貞
徳

4

4 

4梅
翁

4

4 

4貞
室

4

4

　
　
　

芭
蕉
の
六
翁
の
円
居
せ
る
図
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
名
の

　
　
　

わ
か
る
や
う
に
讃
せ
よ
と
望
ま
れ
て

491　

神
風
や
い
せ
に
そ
よ
り
と
吹
初
て

 

（
三
五
オ
）

＊
〈「
愛
し
」〉

＊
〈「
も
と
」〉　

＊
〈「
い
か
ら

か
し
た
る
図
に　

落
合
岩
山

所
望
」〉

＊
〈「
の
絵
に
」〉

＊
〈「
六
翁
の
像
に
」〉

＊
491
〈「
在
竹
所
持
」〉
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つ
ぶ
ら
井
の
水　

先
ぬ
る
み　

芦
の
丸
屋
の

　
　
　

ふ
る

4

4

雨
に　

御オ

傘
て
ふ　

ほ
の
き
こ
え

　
　
　

浪
華
の
梅
の　

一
さ
か
り　

自
由
自
在
に

　
　
　

遊
び
ぬ
る　

よ
に
ほ
い
な
き
は　

都
な
る

　
　
　

花
の
も
と
の
子　

行
へ
な
み　

ひ
と
り
翁
の

　
　
　

さ
び
し
ほ
り
こ
そ

 

（
三
六
オ
）

＊
〈「
は
る
」〉

＊
491
〈「
守
武 

伊
勢
ノ
長
官
神

風
館
ト
云
。
俳
諧
ヲ
始
ム
。

　

宗
鑑 

山
崎
ニ
隠
棲
ス
。
井

ヲ
ツ
ブ
ラ
井
ト
名
ク
。

　

貞
徳　

居
ヲ
芦
ノ
丸
屋
ト
名

ケ
、
御
傘
ヲ
撰
ス
。

　

梅
翁　

浪
華
ノ
人
、
宗
因
ト

モ
云
。
自
由
体
ヲ
発
起
ス
。

　

貞
室　

京
ノ
人
。
貞
徳
ノ
門

人
也
。
花
ノ
下
ヲ
コ
ノ
人
ニ

譲
ラ
ル
。
後
ニ
行
方
不
知
。

　

芭
蕉　

世
ノ
人
コ
レ
ヲ
翁
ト

称
ス
。
サ
ビ
、
シ
ホ
リ
ハ
翁

ノ
風
骨
也
。」〉
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長
者
坊
浮
流
法
師
、
病
お
も
り
て

4

4

4

4

4

、
血
に
鳴
て

　
　
　

死
日
を
ま
つ
や
子
規
と
吟
じ
、
西
向
ば

4

4

4

病
苦

　
　
　

去
た
り
。
夏
の
勤
と
ず
し
て
往
生
せ
り

4

4

4

4

と
の

　
　
　

訃
音
ま
こ
と
ゝ
も
覚
え
ず
な
が
ら

4

4

4

、仏
に
向
奉
て

492　

血
に
啼
て
玉
迎
へ
来
よ
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　
　

小
辰
墻
東
の
忌
仲
に

4

4

4

4

4

4

4

4

493　

語
り
て
は
み
な
声
を
の
む
寒
か
な

　
　
　
　

京
の

4

4

橘
屋
が
許
に
、四
方
の
文
の
つ
ど
へ
る
を

　
　
　
　

お
こ
し
け
る
中
に
、此
春
は
遠
江
の
虚
白
身
ま
か

　
　
　
　

り
ぬ
と
し
る
し
、夏
は
都4

の
澄
月
上
人
迂
化
な
り

4

4

。

　
　
　
　

又
、東
山
の
闌
更
も
古
人
に
成
し
と
書
た
り
。無

　
　
　
　

常
迅
速
も
事
急
に
覚
え
ら
れ

4

4

4

4

侍
る
。

　
　
　
　

又
、
一
つ
の
封
お
し
き
る
と
て

 

（
三
六
ウ
）

＊
〈「
秋
来
ら
ば
竹
生
島
詣
せ

ん
な
ど
た
の
め
置
し
に
、
血

を
吐
く
病
お
こ
り
て
」〉

＊
〈「
天
明
二
寅
年
五
月
廿
八

日
の
暁
、
座
を
正
う
し
て
、

西
む
け
ば
」〉

＊
〈「
往
生
せ
し
」〉

＊
〈「
な
が
ら
泣
〳
〵
」〉

＊
〈「
小
辰
墻
東
忌
中
に　

寛

政
七
卯
十
一
月
八
日
」
の

「
忌
中
に
」
は
「
卒
去
」
を

訂
正
〉

＊
〈「
寛
政
十
年
都
の
」〉

＊
〈「
京
」〉　

＊
〈「
な
り
と
」〉

＊
〈「
お
も
ほ
え
ら
れ
」〉
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494　

こ
れ
も
ま
た
無
常
か
と
文
ひ
ろ
げ
月

　
　
　
　

吉
備
の
風
葉
を
哭
す

4

4　

495　

思
は
れ
て
風
の
木
の
は
も
音
悲
し

　
　
　
　

方
広
坊
沂
風
法
師
入
寂
に

4

4

4

　
　
　
　

つ
ね
に
仏
に
向
て
願
く
は
、臨
終
正
念
と
念
じ

　
　
　
　

申
さ
れ
し
を
す
せ
う
に
覚
え
し
が
、本
意
の
如
く

　
　
　
　

往
生
在
し
ぞ
。
悲
し
け
れ
ど
う
れ
し
。

496　

葉
ざ
く
ら
や
静
に
と
願
ひ
遂
ら
れ
し

　
　
　
　

南
洞
居
士
命
終
に

4

4

4

4

4

4

4

　
　
　
　

西
ど
ち
と
い
ふ
よ
り
物
教
へ
給
ひ
し
に

497　

棺
舁
て
踏
は
じ
め
け
り
薄
氷

　
　
　
　

馬
瓢
雅
物
も
既
古
人
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

　
　
　
　

も
ろ
共
に
詠
〳
〵
し
に

 

（
三
七
オ
）

＊
〈「
哭　

益
友
の
一
人
な
り

し
に
」〉　

＊
〈「
寂
滅　

寛
政
十
二
申
四

月
晦
日
」〉

＊
〈「
虎
山
氏
南
洞
是
道
居
士

命
終　

寛
政
十
二
申
十
一
月

廿
四
日
」〉

＊
〈「
風
友
馬
瓢
雅
物
が
臨
終

は
、
享
和
元
酉
七
月
十
七
日

也
」〉
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498　

独
に
成
て
悲
し
う
御
座
る
秋
の
月

　
　
　
　

悼
僧

499　

か
な
し
や
な
月
の
出
入
と
お
も
へ
ど
も

　
　
　
　

梅
風
士
の
墓
に
て
思
ふ
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

君
に
仕
る
に

　
　
　
　

忠
を
以
す
る

4

4

4

の
聞
え
有
し
人
な
り

500　

清
か
ら
ん
棺
の
中
の
玉
あ
ら
れ

　
　
　
　

閑
田
庵
蒿
蹊
先
生
逝
去

　
　
　
　

先
師
迂
化
の
後
は
此
先
生
を
の
み
頼
奉
し
に

4

4

4

4

4

4　
　

501　

し
ら
露
の
恵
ま
ぬ
草
は
芥
哉

　
　
　
　

髭
風
老
人
を
回
向
す

4

4

4

4

4

4

4

4

502　

お
も
影
や
仏
間
の
う
ち
の
花
の
雨

　
　
　

重
厚
入
道
敲
じ
て

4

4

4

後
に
木
曽
寺
へ4

参
て

503　

倚
子
い
ま
だ
止
観
の
月
の
影
き
え
ず

 

（
三
七
ウ
）

＊〈「
後
閑
梅
風
士
の
墓
に
て
」〉

＊
〈「
以
す
」〉　

＊〈「
力
と
頼
み
し
に
と
述
懐
す
」〉

＊
〈「
悼
髭
風
老
人　

文
化
六

巳
年
二
月
二
日

　

こ
の
道
の
兄
と
敬
ひ
、
弟
と

い
つ
く
し
み
給
ふ
も
、
い
く

野
の
道
遠
く
、
天
の
は
し
立

ふ
み
見
る
事
だ
に
心
に
ま
か

せ
ず
。
こ
の
度
は
か
ゝ
る
病

お
こ
り
ぬ
。
此
冬
は
か
く
よ

わ
り
た
り
。
此
世
の
名
ご
り

に
今
一
た
び
逢
ま
ほ
し
、
と

の
み
せ
ち
に
聞
え
給
ふ
に
、

お
の
れ
も
同
じ
く
老
さ
ら
ぼ

ひ
な
が
ら
、
こ
の
秋
こ
そ
は

ゆ
か
め
。
来
る
春
は
と
は
ゞ

や
、
と
の
み
思
ひ
尽
し
も
甲

斐
な
き
。」〉

＊
503
〈「
か
く
れ
て
」〉
＊
〈「
に
」〉



89

　
　
　
　

本
陳
仮
興

4

4

4

4

一
周
忌
俳
諧
に4

504　

こ
の
一
年
大
名
衆
も
袖
の
露

　
　
　
　

義
仲
寺
の
祐
昌
坊
か
く
れ
し
に

4

4

4

4

4

　
　
　
　

己
が
髪
お
ろ
し
け
る
時
に
、木
の
は
し
く
れ
の

　
　
　
　

あ
た
ま
数
ふ
え
て
嬉
し
と
申
お
こ
し
け
る
。

　
　
　
　

い
と
う
れ
し
か
り
し
に

505　

木
の
は
し
は
灰
に
成
行
寒4

か
な

　
　
　
　

母
に
は
な
れ
し
小
女
を
慰
る
と
て

506　

歎
く
な
よ
露
と
消
れ
ば
仏
さ
ま

　
　
　
　

鮮
美
の
少
女

4

4

此
十
三
日
に
消
し
に

507　

哀
い
か
に
盆
か
た
び
ら
の
手
繋
が
ず　
　
　
　

　
　
　
　

梅
四
わ
か
く
て
父
を
う
し
な
へ
る
に

4

4

4

4

4

4

4

508　

わ
す
る
な
よ
親
の
参
り
し
墓
の
道

 

（
三
八
オ
）

＊
〈「
本
陣
何
某
」〉

＊
〈「
興
行
に
」〉

＊
〈「
を
哭
す
」〉

＊
〈「
寒
さ
」〉

＊
〈「
少
女
の
」〉

＊
〈「
に
わ
か
れ
し
に
」〉
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五
要
の
父
過
ら
れ
し
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

　
　
　
　

そ
も
膝
の
う
へ
に
す
え
て
撫
育
ら

4

4

　
　
　
　

れ
し

4

4

よ
り
の
恩
徳
い
く
ば
く
ぞ

509　

座
蒲
団
も
お
が
み
て
泣
け
よ
膝
の
跡

　
　
　
　

柏
声
の
喪
を
と
ぶ
ら
ふ
に

4

4

4

4

4

4

4

510　

か
な
し
さ
や
紅
顔
の
御
文
雨
が
へ
る

　
　
　
　

疎
影
が
父
病
重
か
り
け
れ
ば
、
聞
ゆ
る
孝
子

　
　
　
　

蓬
莱
に
菓
を
探
り
、
養
老
の
水
を
も
と

　
　
　
　

め
て
し
も
か
ひ
な
く
、終
の
道
に
入
ら
れ
し
と
聞
て

　
　
　
　

と
ぶ
ら
ふ
に

511　

い
た
ま
し
や
さ
み
だ
れ
ぬ
日
も
雨
の
音

　
　
　
　

湖
南
の
井
口
氏
に
不
幸
の
事
有
し
と

4

4

4

告

　
　
　
　

き
こ
え
し
人
有
し
に
、耳
遠
け
れ
ば
同
じ
氏
な
る

4

4

4

4

＊〈「
長
浜
五
要
の
父
命
終
に
」〉

＊
〈「
育
し
給
ひ
し
」〉

＊
〈「
喪
中
を
と
ふ
に
」〉　

＊
〈「
在
し
よ
し
を
さ
き
に
」〉

＊
〈「
氏
の
」〉
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人
の
事
の
や
う
に
聞
て
、か
な
し
文
つ
か
は
し
て

4

4

4

4

4

4

　
　
　
　

後
に
能
き
け
ば

4

4

4

4

、
竹
雨
老
人
の
世
嗣
な
ん

　
　
　
　

世
を
早
う
せ
る
と
か
や

4

4

4

。
い
や
悲
し
く
ま
た

　
　
　
　

申
お
く
り
侍
る

512　

つ
ん
ぼ
う
の
二
度
驚
き
や
秋
の
声

　
　
　
　

三
州

4

4

の
木
朶
老
人
帰
寂

4

4

と
て
、
木
芽
よ
り

　
　
　
　

戒
名
遺
物
な
ど
贈
れ
ゝ
ば

513　

夏
花
つ
み
水
く
み
残
る
身
の
勤

 

（
三
九
オ
）

＊
〈「
つ
か
は
し
け
る
に
」〉

＊
〈「
き
け
ば
」〉

＊
〈「
参
河
」〉　

＊
〈「
八
十
四

歳
な
る
が
寂
滅
せ
り
」〉

＊
513〈「
文
化
八
年
四
月
二
日
」〉
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拾
遺

4

4

514　

夕
ば
え
や
水
の
ひ
か
り
の
遠
柳

　
　
　
　

風
土
記
曰

4

4

4

4

、
山
河
田
畑
保
強
潤
沢
種
徳

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

二

　
　
　
　

千
倍

4

4

一

隣4

レ

都
春
気
早
日
本
四
番
国

4

4

4

4

4

4

4

4

4

　
　
　
　

也4

。
大
上
々
国
矣

4

4

4

4

4

515　

近
江
の
や

4

4

4

4

京
の
次
手
に
春
も
た
つ

　
　
　
　

壬
生
狂
言
讃4

516　

六
道
の
能
化
も
春
や
う
か
ら
〳
〵

517　

川
狩
の
供
に
つ
れ
た
し
川
太
郎

518　

朝
が
ほ
や
主
を
と
へ
ば
色
ご
の
み

519

さ
ゝ
が
に
の
い
と
も
か
し
こ
し
星
ま
つ
り

　
　
　
　

す
く
も
は
土4

に
あ
ら
ず
、炭4

に
あ
ら
ず
。
む
か
し

 

（
三
九
オ
）

＊
「
古
巣
発
句
拾
遺
」

＊
〈「
風
土
記
ニ
云
、
春
気
早

ク
至
日
本
四
番
大
上
々
国
」

＊
〈「
近
江
路
や
」
を
「
近
江

の
や
」
に
訂
正
〉

＊
〈「
の
絵
に　

落
合
笑
山
所

望
」〉

＊
〈「
炭
」〉　

＊
〈「
土
」〉
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今
に
栗
本
蒲
生
わ
た
り
の
泥
中
よ
り

　
　
　
　

出
て
邦
民
の
助
と
な
る

520　

す
く
も
た
く
家
を
見
こ
む
や
夕
し
ぐ
れ

　
　
　
　

探
題
に4

521　

つ
め
た
し
や
塩
買
に
行
つ
ま
み
銭

522　

初
雪
や
も
の

4

4

成
た
る
実
ば
え
松

523　

は
つ
雪
や
ち
り
も
て
青4

き
葉
に
と
ま
る

524　

今
朝
の
雪
湖
青
き
か
ぎ
り
か
な

525　

枝
の
ゆ
き
月
の
さ
す
の
も
あ
ぶ
な
け
れ

　
　
　
　

隠
居4

526　

正
月
を
こ
し
ら
へ
立
て
も
ら
ひ
け
り

527　

有
な
し
や
も
ら
ひ
次
第
の
年
の
松

 

（
四
〇
オ
）

＊
〈
な
し
〉

＊
〈「
物
に
」〉

＊
〈「
清
」〉

＊
〈「
室
」〉
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冬
よ
り
病
に
臥
て
せ
し
が

528　

梅
が
香
や
医
者
を
い
な
せ
て
窓
明
る

529　

桜
見
え
て
も
の
う
き
月
の
雨
夜
哉

　
　
　
　

む
か
し
鴬
の
古
巣
と
め
で
し
ね
ぐ
ら
も

　
　
　
　

い
つ
し
か
あ
せ
う
せ
て
、後
は
雪
の
み
や
ま
の

　
　
　
　

烏
の
声
に
思
ひ
忍
び
け
る
を
、
今
は
羽

　
　
　
　

ぬ
け
鳥
い
か
ゞ
は
せ
ん
と
、
柴
人
の
落
く
さ

　
　
　
　

蜑
の
藻
く
ず
な
ど
拾
ひ
も
て
、
一
つ
か

　
　
　
　

ね
の
物
つ
く
ら
ん
と
せ
る
は
、
烏
の
反
哺
、

　
　
　
　

鳩
の
三
枝
、
人
の
子
の
鳥
に
し
か
ざ
る
べ

　
　
　
　

け
む
や
と
、
四
た
り
う
な
づ
き
合
る
を

　
　
　
　

つ
ひ
に
鉋
目
鐔
目
に
い
た
り
つ
る
は　
　

　
　
　
　

哀
物
か
ら
烏
の
た
す
け
し
に
や

 

（
四
〇
ウ
）
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あ
ら
む
と
を
か
し
。
初
て
入
て

530　

夏
草
に
預
け
る
露
の
命
か
な

　
　
　
　

人
は
夜
短
し
と
恨
ぶ
。
我
は
長
し
と
わ
ぶ
。

531　

誰
ね
ぶ
る
春
過
夏
の
青
月
夜

532　

蟹
の
出
て
清
水
に
し
た
る
岩
ま
哉

533　

昼
が
ほ
が
咲
ば
涼
し
や
誰
も
来
ぬ

534　

孫
め
ら
に
躍
て
見
せ
ん
昔
風
俗

　
　
　
　

竹
雨
老
人
み
づ
か
ら
の
墓
を
築
て

　
　
　
　

草
の
盆
虫
鳴
墓
と
な
り
に
け
り
と

　
　
　
　

聞
え
け
れ
ば
申
遺
し
け
る

535　

墓
の
月
や
覚
悟
の
人
の
性
根
魂

　
　
　
　

閑
然

536　

月
も
只
何
と
も
な
し
に
見
て
あ
ら
ん

 

（
四
一
オ
）
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537　

名
月
の
う
し
ろ
戸
明
る
木
立
か
な

538　

鵯
の
わ
び
人
誘
ふ
な
く
音
哉

　
　
　
　

九
月
廿
六
日
五
老
井
百
回
忌
に

539　

こ
の
人
の
後
に
人
な
し
菊
の
花

540　

芋
飯
や
山
家
に
の
こ
る
行
基
鍋

541　

暁
を
鶉
な
く
な
り
床
の
山

542　

行
厨
の
か
げ
ろ
ふ
の
ま
の
小
春
か
な

543　

暁
の
か
ね
落
葉
の
音
も
お
も
し
ろ
し

544　

月
曇
れ
蛸
う
る
中
を
通
る
う
ち

545　

塔
つ
く
れ
な
ま
海
鼠
の
腹
の
金
砂

546　

水
仙
や
山
の
聖
に
も
の
申
す

　
　
　
　

蒐
来
亭

547　

花
も
ふ
る
御
堂
の
ま
へ
の
小
春
か
な

 

（
四
一
ウ
）
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548　

大
こ
引
わ
が
衣
手
は
泥
ま
み
れ

549　

扶
持
米
や
霜
降
月
の
青
俵

550　

割
下
駄
や
飛
石
寒
き
音
は
誰

551　

与
呉
の
う
み
玉
の
盃
氷
り
け
り

552　

寒
梅
の
枝
折
そ
へ
て
余
五
の
鮒

553　

寒
菊
の
家
を
朝
た
つ
小
鳥
哉

554　

猪
が
り
の
追
出
し
て
来
る
吹
雪
か
な

555　

今
や
節
分
し
り
く
へ
縄
の
風
か
は
る

556　

は
る
立
や
浦
の
初
し
ま
先
一
つ

557　

春
の
風
は
る
の
水
そ
れ
鏡
磨

558　

年
だ
ま
や
命
婦
の
縫
へ
る
茱
萸
袋

　
　
　
　

小
松
山
下

559　

白
鬚
の
や
し
ろ
拝
み
つ
小
松
引

 

（
四
二
オ
）
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560　

宴
の
中
へ
雪
ふ
る
子
日
か
な

　
　
　
　

麦
舟
が
初
孫
に

561　

鴬
と
同
じ
日
孫
の
初
音
哉

562　

う
ぐ
ひ
す
を
舟
に
て
き
く
や
膳
所
の
裏

563　

水
門
を
明
は
な
さ
れ
し
柳
哉

564　

湖
を
う
し
ろ
に
春
の
朝
日
山

　
　
　
　

功
徳
也
と
か
や

565　

厚
氷
解
行
し
な
が
れ
濯
頭
か
な

566　

砂
川
の
浅
瀬
を
の
ぼ
る
水ア
マ

鮭ゴ

か
な

567　

雛
ま
つ
り
め
な
ご
の
孫
も
有
が
よ
し

568　

抱
ま
し
て
雛
に
見
せ
ま
せ
桃
畑

569

眠
り
に
も
一
ふ
し
有
て
春
の
雨

　
　
　
　

病
屈

 

（
四
二
ウ
）
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570　

麦
粥
に
ぬ
か
み
そ
さ
い
や
日
の
永
き　
　

　
　
　
　

病
の
ま
く
ら
が
み
に
桜
の
大
え
だ
を

　
　
　
　

酒
桶
に
生
侍
り
て

571　

生
ば
な
の
下
ぶ
し
だ
け
の
命
か
な　
　
　
　
　

　
　
　
　

飯
の
浦
へ
こ
ゆ
る
坂
路
に
て
病
悪

　
　
　
　

行
だ
ふ
れ
臥
た
る
を
、
山
烏
の
死
人

　
　
　
　

か
と
う
か
ゞ
ふ
さ
ま
し
た
り
け
れ
ば

572　

春
尽
ぬ
笠
を
烏
の
つ
ゝ
く
迄

　
　
　
　

ゆ
る
き
山
の
観
音
へ
参
り
て
や
す
ら
ひ

　
　
　
　

侍
る
と
て

573　

栴
檀
の
花
ふ
り
埋
め
草
ま
く
ら

574　

雑
木
に
は
ま
じ
ら
ぬ
顔
や
ね
ぶ
の
花

575　

が
ま
の
子
や
石
竹
の
葉
を
撓
め
つ
る

 

（
四
三
オ
）
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576　

珍
し
き
う
ち
に
聞
け
り
蟬
の
声　
　
　
　
　
　

577　

麦
の
穂
や
海
老
に
ま
ぎ
る
ゝ
水
鏡

578　

け
し
の
実
や
甘
露
寺
殿
の
坪
の
内

579　

夏
の
僧
の
入
や
葉
分
の
風
の
奥

580　

ひ
ぢ
笠
の
雨
の
茶
木
や
庭
歩
行　
　
　
　
　
　

581　

未
醤
と
り
に
出
た
ま
も
暑
き
お
も
家
哉

582　

朝下
が
ほ
に
へ中
く
そ
か
づ
ら
に
草上
の
戸
は

583　

軒
の
草
や
落
て
お
さ
ま
る
蟬
の
音

　
　
　
　

こ
の
二
句
は
こ
の
ご
ろ
の
閑
居
に
て
候

 

（
四
三
ウ
）
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此
小
冊
子
先
考
虚
庵

君
所
手
抄
今
以
贈
弟

栄
云

文
化
丁
丑
小
春
渡
邉
昶

書
于
江
戸
鈴
庵
虫
魚

楼
上

 

（
裏
表
紙
見
返
し
）
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（
裏
表
紙
）
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慈
母
妙
玉
尼
終
焉
記

た
ら
ち
ね
の
母
う
へ
の
恩
の
大
う
み
の
そ
こ
ひ
し
ら
れ

ぬ
や
。
い
ふ
も
更
な
り
け
れ
ど
、
ち
ゝ
の
実ミ

の
父
う
へ
な
る
は

わ
か
き
比
よ
り
、
お
ほ
や
け
事
に
つ
か
は
れ
ま
し
て
、
一
と
せ

の
う
ち
四
つ
が
一
つ
ば
か
り
な
ら
で
は
、
家
に
い
ま
す
事
な
か

り
し
が
、
六
十
あ
ま
り
の
比
よ
り
や
め
て
、
残
生
を
養
は
む

と
し
給
ふ
も
、
程
な
く
病
お
こ
り
て
四
と
せ
ば
か
り
在
て

終
ら
せ
給
ひ
し
に
、
お
の
れ
生
レ
て
の
ひ
と
り
子
の
何
の

わ
い
だ
め
な
き
を
い
つ
く
し
み
給
ふ
も
、
家
貧
し
け
れ
ば

つ
た
な
き
い
と
な
み
な
ど
し
て
、
な
で
育
給
ひ
し
が
、

 

（
岩
瀬
本　

七
八
オ
）

お
の
れ
も
年
が
ま
し
く
、
む
ま
ご
も
い
で
き
ぬ
。
今
は

や
す
き
身
な
り
と
、
髪
お
ろ
し
て
家
の
う
し
ろ
に

か
く
れ
、
つ
と
に
起
て
御
仏
に
つ
か
へ
、
は
や
く
い
ね
て

老
を
楽
し
み
玉
ふ
事
、
や
ゝ
年
あ
り
き
。
し
か
る
に
こ
と
し

齢
七
十
ま
り
七
つ
と
き
こ
ゆ
る
春
の
比
、
例
な
ら
ず
見
え

給
し
か
ば
蓬ヒ桃
莱ヒ林
にに
薬果
を
た
づ
ね
、
養
老
の
泉
を
も
と

め
て
、
か
し
づ
き
ま
い
ら
せ
し
験
に
や
、
い
つ
し
か
食
す
ゝ

み
行
歩
や
す
らヒく
か
に
、
あ
た
り
ち
か
き
寺
へ
も
参
り
、
は
た

終ツ
ヒ

の
料
と
て
い
ま
は
し
き
も
の
縫
給
ふ
を
、
穴
か
な
し

は
か
な
の
わ
ざ
な
し
給
ひ
そ
、
と
う
ち
か
こ
て
ば
、
い
と
ま
あ
る

 

（
岩
瀬
本　

七
八
ウ
）
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身
の
手
づ
さ
み
よ
と
聞
え
給
ひ
し
が
、
霜
降
月
三
日
の

夕
つ
か
た
、
例
の
ゐ
ね
ぶ
り
ぞ
と
見
え
て
念
仏
の
声
聞
え

ず
な
り
し
を
、
湯
あ
み
し
給
へ
、
入
相
も
き
こ
ゆ
る
に
と
、

申
せ
ど
い
ら
へ
も
な
し
。
よ
く
も
ね
い
ら
せ
給
も
の
哉
と
、

立
よ
り
見
れ
ば
正
し
く
座
し
な
が
ら
い
き
絶
さ
せ
給
ひ

ぬ
。
こ
は
い
か
に
と
お
ど
ろ
き
ま
よ
へ
ば
、
親
し
き
眤
じ
き　

は
し
り
来
て
何
く
れ
と
あ
は
て
さ
わ
ぎ
、
く
す
し

何
某
連
も
か
け
つ
け
て
こ
ゝ
ろ
み
ぬ
れ
ど
、
せ
ん
す
べ
な

き
に
き
は
ま
り
ぬ
れ
ば
、
北
か
ら
に
西
お
も
て
に

ね
せ
参
ら
せ
て
、
後
は
お
ぼ
え
ず
ぞ
。
か
く
て
二
夜
に

 

（
岩
瀬
本　

七
九
オ
）

成
ぬ
。
ひ
つ
木
に
収
め
ん
と
き
よ
め
ま
い
ら
す
と
聞
え
て

終ツ
ヒ

の
た
い
め
せ
よ
、
心
き
た
な
し
と
人
の
励
ま
す

る
に
、
や
ゝ
は
ひ
よ
り
に
た
れ
ど
、
目
泣
つ
ぶ
れ
に
け
れ
ば
、

手
合
せ
て
南
無
大
慈
大
悲
の
御
ち
か
ひ
ま
こ
と
に

し
ま
し
ま
さ
ば
、
今
一
た
び
母
う
へ
の
か
ほ
見
せ
給
へ
と

念
じ
に
た
れ
ば
、
や
が
て
容
顔
つ
ゆ
か
は
ら
ぬ
を
お
が

み
て
蘇
生
在
し
こ
ゝ
ち
す
。
日
ご
ろ
煩
は
で
死

ば
や
と
き
こ
え
玉
ひ
し
が

　
　
　

願
は
れ
し
心
の
ま
ゝ
に
雪
仏

人
の
ま
な
く
と
ひ
来
ま
す
も
気
う
と
け
れ
ど
、
い
か
ゞ
は

 

（
岩
瀬
本　

七
九
ウ
）
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せ
む
。
扨
し
も
有
べ
き
な
ら
ね
ば
、
野
辺
に
送
り
参
ら

す
る
に
、
目
ま
ひ
膝
ふ
る
ひ
て
、
道
の
ほ
ど
遥
に

遠
う
お
ぼ
え
ら
れ
き
。
何
が
し
法
師
な
ん
導
師

に
て
、
女
人
成
仏
の
偈
を
ず
し
給
ふ
こ
ゑ
骨
に
徹ト
ヲ

り
て
、
す
ゞ
ろ
に
有
が
た
涙
さ
へ
そ
ぼ
ち
ぬ
。
往
生

安
楽
国
と
、
か
ね
う
ち
鳴
ら
し
聞
ゆ
れ
ば
、
は
や
く

棺ヒ
ツ
ギ

に
火
を
か
く
る
と
見
え
し
。
後
は
又
も
の
覚
え
ず
ぞ

　

寛
政
三
辛
亥
年
初
七
日
の
逮
夜
に

　
　
　
　
　
　
　

御
あ
か
し
の
影
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

去
可
悲
歎
書

 

（
岩
瀬
本　

八
〇
オ
）
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【

　あ

　】

芦
の
丸
屋　

→
貞
徳

安
藤
正
受 

445

井
口　

→
菊
二

為
霖 

409

王
母 

336

【

　か

　】

槐
庵 

221

仮
興 

504

瓦
全 

230
・
417

瓜
泥
（
鈴
木
） 

420

可
風 

401

岩
山
（
落
合
） 

487

閑
田
（
蒿
蹊
） 

471
・
501

菊
二
（
井
口
） 

391
・
512

木
下
藤
吉
郎 

275

其
白 

472

沂
風　

→
方
広

臼
月
（
臼
井
と
も
） 

412

去
何
（
古
巣
園
）

 

165
・
336
・
岩
瀬
本
80
丁
オ

旭
山
（
渡
邉
昶
）

 

433
・
438
・
裏
表
紙
見
返
し

虚
白 

494

許
由 

490

黒
主 

382

月
川 

221
・
459

月
亭 

33
丁
ウ

幻
阿
（
五
升
庵
・
老
師
） 

218
・

 

253
・
374
・
384
・
403
・
471
・
472

愿
憲 

221

兼
好 

291

蒿
蹊　

→
閑
田

孝
霊
天
皇 

479

五
升
庵　

→
幻
阿

古
声
（
眠
亭
） 

405

呉
川 

218

古
巣
園　

→
去
何

五
要 

509

五
老
井 

539

【

　さ

　】

西
行
（
西
上
人
） 

65
・
257
・
268

在
竹 

449
・
484
・
491

佐
川
田
喜
六 

75

三
壺 

478

梓
沢 

282

此
得　

→
槐
庵

髭
風 

401
・
502

下
村 

165
・
363

重
厚 

503

舟
車 

111

蒐
来 

547

笑
山
（
落
合
） 

516

墻
東
（
小
辰
） 

493

如
毛 

221
・
410

神
風
館　

→
守
武

寸
長 

442
・
480

寸
龍 

453

笙
洲 

282

清
少
納
言 

369

雪
径 

451

雪
芝 

218

鮮
美 

507

宗
因　

→
梅
翁

宗
鑑 

491

蒼
空 

221

疎
影 

511

曽
我
の
季
子 

444

鼠
穴 

415

曽
秋 

218

俳
号
等
人
名
索
引

凡　

例
一
、
本
索
引
は
、
句
番
号
に
よ
っ
て
示
す
。
但
し
、
句
や
前
書
以
外

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
丁
数
等
に
よ
っ
て
示
す
。

一
、
蝶
夢
と
判
断
さ
れ
る
「
老
師
」
は
「
幻
阿
」
に
入
れ
る
。
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【

　た

　】

平
判
官
入
道 

353

橘
屋 

494

竹
雨 

512
・
535

昶　

→
旭
山

澄
月
上
人 

494

知
了
尼 
427

都
良
香 
230

貞
室 

491

貞
徳
（
芦
の
丸
屋
） 

491

塘
里 

216
・
221
・
411

杜
音 

425
・
218

虎
御
前 

275

呑
花
（
真
杉
） 

479

【

　な

　】

仲
時 

475

南
兮 

423

南
洞
（
虎
山
是
道
） 

497

念
最
上
人 

247

【

　は

　】

梅
翁
（
宗
因
） 

491

梅
四 

508

梅
風 

421
・
500

伯
夷 

221

麦
宇 

238
・
472

麦
舟 

110
・
561

柏
声 

510

芭
蕉 

218
・
293
・
400
・
454
・
491

馬
瓢 

192
・
498

飛
川
（
深
山
） 

431

百
杵 

221
・
447

瓢
庵 

332

風
葉 

495

布
舟 

404

浮
巣
庵
（
文
素
） 

401

浮
流
（
長
者
坊
） 

492

方
広
（
沂
風
） 

338
・
400
・
496

【

　ま

　】

万
里
小
路
藤
房 

462

道
彦
（
村
上
） 

435

妙
玉
尼 

岩
瀬
本
78
丁
オ

眠
亭　

→
古
声

毛
受
正
助 

227

木
朶 

513

守
武
（
神
風
館
） 

491

【

　や

　】

薮
田 

428

祐
昌 

505

遊
林
（
平
尾
） 

418

蝿
翁 

354

よ
し
朝 

203

【

　ら

　】

楽
三
（
嘉
瀬
井
楽
山
） 

443

闌
更 

494

里
秋 

217
・
221

葎
三
禅
師
（
僕
三
） 

443
・
446

了
安 

413

老
師　

→
幻
阿

芦
水 

217
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【

　あ

　】

藍
谷
へ 
263

青
〳
〵
と 
258

青
柳
や 

34

暁
の 

543

暁
を 

541

赤
松
の 

338

秋
風
に 

480

秋
風
の 

420

あ
き
風
も 

183

秋
来
ぬ
と 

166

秋
の
小
草 

244

あ
き
の
く
れ

　
　

爰
な
も
人
で 

287

　
　

笑
仏
へ 

285

朝
が
ほ
に 

582

朝
が
ほ
の 

187

朝
が
ほ
や

　
　

主
を
と
へ
ば 

518

　
　

命
う
れ
し
く 

188

　
　

猫
と
女
ぞ 

487

　
　

人
に
力
を 

185

麻
ま
き
て 

99

厚
氷 

565

あ
つ
鳥
の 

307

あ
の
人
が 

83

虻
の
音
の 
89

天
く
だ
る 
331

天
の
川 

171

雨
の
花 

86

洗
ふ
菜
を 

320

有
明
の 

342

あ
り
く
ま
じ 

105

有
な
し
や 

527

淡
う
み
の 

115

淡
雪
を 

13

哀
い
か
に 

507

【

　い

　】

家
建
る 

431

庵
の
月 

403

い
き
の
た
つ 

51

行
さ
き
で 

29

幾
つ
ぞ
や 

418

生
ば
な
の 

571

い
ざ
家
内 

439

い
ざ
共
に 

221

十
六
夜
は 

231

十
六
夜
や 

230

石
枠
や 

222

倚
子
い
ま
だ 

503

い
た
担
ふ 

60

い
た
ま
し
や 

511

一
日
路 

210

一
日
の 

160

い
ち
よ
ら
の 

85

い
と
連
に 

37

い
な
ゝ
く
や 

239

今
か
ら
は 

119

今
更
に

383

今
や
節
分 

555

今
わ
た
ら
ば 

472

芋
飯
や

540

色
か
へ
ぬ 

271

岩
は
し
や 

471

【

　う

　】

う
き
時
は 

243

鴬
と

　
　

同
じ
日
孫
の 

561

　
　

古
巣
並
べ
て 

406

鴬
の
ぬ
ふ
て
ふ 

419

鴬
や

　
　

師
走
の
人
の 

387

　
　

窓
を
明
れ
ば 

40

う
ぐ
ひ
す
を 

562

う
し
ろ
よ
り 

96

薄
月
や

204

薄
べ
り
を 

264

う
つ
き
り
と 

155

『
古
巣
発
句
集
』
初
句
索
引

凡　

例
本
索
引
は
、
句
番
号
に
よ
っ
て
示
す
。
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移
り
香
も 

443

う
な
ゐ
子
の 

104

馬
市
や 

357

馬
の
子
や 

190

海
べ
た
の 

319

梅
が
香
や

　
　

医
者
を
い
な
せ
て 
528

　
　

四
足
を
食
は
ぬ 
25

う
め
咲
て 

28

梅
に
鴬 

450

梅
ぬ
し
の 

422

梅
の
は
な 

31

う
ら
盆
や 

448

嬉
野
の 

296

【

　え

　】

枝
の
ゆ
き 

525

江
戸
に
こ
の 

220

絵
の
中
に 

400

え
の
は
井
や 

280

宴
の
中
へ 

560

【

　お

　】

老
が
手
に 

141

老
ら
く
は 

138

近
江
田
の 

479

近
江
の
や 

515

狼
も 

61

大
津
に
も 

391

大
ど
し
や 

397

送
り
出
て 

192

お
く
り
名
を 

454

惜
や
年 

396

男
に
は 

108

音
な
し
に 

438

衰
へ
や 

442

鬼
の
出
る 

468

御
火
焼
や 
361

お
ぼ
ろ
月

　
　

き
つ
ぱ
り
と
し
て 

57

　
　

ま
き
絵
の
人
の 

56

思
ひ
子
を 

365

思
出
て 

294

お
も
影
や 

502

お
も
し
ろ
の 

88

お
も
し
ろ
や 

349

思
は
れ
て 

495

親
な
し
と 

172

小
や
み
て
は 

339

女
な
き 

180

【

　か

　】

か
へ
る
雁

　
　

き
つ
ぱ
り
と
さ
へ 

94

　
　

鶏
頭
花
の
た
ね 

93

書
初
や 

3

燕
子
花 

120

柿
よ
〳
〵 

165

か
く
す
な
よ 

292

隠
家
は 

421

鵲
の 

317

か
し
の
木
は 

432

蝸
牛 

127

語
り
て
は 

493

門
畑
の 

157

か
な
し
さ
や 

510

か
な
し
や
な 

499

蟹
の
出
て 

532

金
も
ち
や 

196

か
ぶ
ら
汁 

372

が
ま
の
子
や 

575

神
風
や

　
　

い
せ
に
そ
よ
り
と 

491

　
　

こ
の
は
の
御
供 

453

か
み
京
は 

388

神
棚
の

290

唐
紙
を

286

か
ら
衣

248

辛
崎
の

164

雁
金
や

250

か
り
鳴
や 

251

か
れ
じ
と
も 

316

か
れ
を
花 

293

川
狩
の

517

蛙
な
く

90

川
づ
ら
や 

131

川
舟
や

79

か
は
れ
て
は 

490

棺
舁
て

497

寒
菊
の

553

寒
ぜ
み
の 

137



110

元
朝
や

　
　

こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に 

441

　
　

は
や
仏
道
の 

2

　
　

先
ふ
し
拝
む 

1

寒
梅
の 

552

か
ん
病
に 

436

【

　き

　】

菊
已
後
の 
68

菊
か
れ
て 

314

雉
子
の
こ
ゑ 

95

き
た
な
し
と 

282

北
山
の 

169

来
て
見
れ
ば 

415

木
の
は
し
は 

505

君
が
た
め 

17

君
ま
さ
で 

462

君
我
に 

116

京
に
な
き 

458

京
を
出
て 

237

清
か
ら
ん 

500

き
り
〴
〵
す 

208

金
柑
や 

274

【

　く

　】

く
ふ
も
の
ゝ 

126

草
に
な
く 

162

草
ば
な
の

　
　

露
ち
る
浪
や 

191

　
　

初
花
に
し
て 

193

癖
つ
か
ぬ 

179

く
ち
葉
に
は 

268

暗
が
り
や 

112

く
ら
ひ
肥
て 

235

黒
主
は 

382

【

　け

　】

今
朝
の
秋 

168

今
朝
の
雪 

524

け
し
の
花 
128

け
し
の
実
や 
578

夏
の
僧
の 

579

夏
話
せ
ん 

416

夏
花
つ
み 

513

兼
好
の 

291

原
上
に 

227

【

　こ

　】

恋
べ
し 

236

声
す
む
や 

247

焦
し
た
る 

102

凩
の 

302

こ
が
ら
し
や 

301

五
器
洗
ふ 

91

心
あ
る 

176

侍
女
に 

279

御
所
衆
や 

66

子
供
ら
が 

465

子
供
ら
よ 

256

小
盗
み
の 

486

こ
の
穴
は 

209

こ
の
一
年 

504

こ
の
玉
の 

483

こ
の
人
の 

539

こ
の
も
し
く 

351

小
服
綿
や 

346

こ
ぼ
れ
て
は 

198

こ
ほ
ろ
ぎ
の 

211

駒
引
の 

181

米
か
し
や 

474

米
の
字
は 

413

こ
れ
か
ら
は 

411

こ
れ
に
か
つ 

143

こ
れ
も
ま
た 

494

こ
ろ
ば
ず
に 

26

【

　さ

　】

盃
の 

38

咲
重
ね

97

左
義
長
や 

20

咲
の
こ
る 

417

桜
が
り

73

桜
見
え
て 

529

酒
壺
の

401

酒
の
粕

62

さ
ゝ
が
に
の 

519

さ
ゝ
啼
や 

311

小
ゞ
浪
や 

344

五
月
や
み 

153

座
蒲
団
も 

509

さ
み
だ
れ
に 

150

さ
み
だ
れ
の 

154

五
月
雨
や 

152



111

寒
き
夜
や 

360

冴
る
音
や 

328

小
よ
碪 

281

残
─菊
の

261

三
更
の 

224

【

　し

　】

塩
鯛
を 
10

し
ぐ
れ
き
や 

306

し
ぐ
れ
な
ん 

460

し
さ
る
ほ
ど 

476

猪
が
り
の 

554

鎮
め
た
る 

71

下
枝
は 

267

七
堂
や 

184

し
と
や
か
に 

49

し
の
ば
ず
の 

246

し
の
ぶ
草 

315

柴
の
戸
や 

58

し
ぶ
柿
や 

272

島
原
の 

178

霜
ば
し
ら 

325

霜
踏
で 

489

霜
や
け
の 

326

邪
魔
が
る
を 

107

姑
の 

106

春
作
の 

77

正
月
を 

526

菖
蒲
湯
の 

144

し
よ
ろ
〳
〵
の 

121

し
よ
ん
ぼ
り
と 

356

し
ら
菊
に 

304

し
ら
菊
の 

233

し
ら
菊
や 

260

し
ら
露
の 

501

し
ら
露
や 

197

白
鬚
の 

559

し
ろ
が
ね
は 

435

森
羅
万
象 
255

【

　す

　】

透
垣
を 

240

水
仙
や 

546

水
門
を 

563

す
く
も
た
く 

520

涼
し
さ
や

　
　

草
木
と
同
じ 

446

　
　

松
も
昔
の 

426

砂
川
の 

566

須
磨
琴
や 

309

住
よ
し
の 

379

す
は
り
見
て 

295

酢
を
買
に 

269

【

　せ

　】

聖
霊
に 

173

石
菖
の 

134

関
守
の 

276

節
季
候
の 

378

瀬
に
と
ま
る 

323

銭
ほ
し
や 

151

施
無
畏
者
も 

464

芹
三
つ
葉 

389

芹
焼
や 

370

泉
水
の 

408

膳
す
は
れ 

146

栴
檀
の 

573

【

　そ

　】

雑
木
に
は 

574

惣
代
に

114

【

　た

　】

大
こ
引

548

手
折
も
て 

84

高
砂
の

404

耕
て 

109

瀧
と
へ
ば 

313

抱
ま
し
て 

568

田
草
と
り 

147

竹
植
て

156

竹
を
れ
て 

22

竹
の
子
で 

30

竹
の
子
の 

449

竹
の
子
は 

428

他
宗
に
は 

461

た
ゝ
く
ま
じ 

149

田
つ
く
り
て 

289

た
つ
る
幟 

142

田
の
陰
に 

64

た
の
も
し
や 

463



112

旅
ご
ろ
も 

278

た
ぶ
〳
〵
と 

76

た
ら
ち
ね
と 

467

誰
ね
ぶ
る 

118
・
531

誰
も
な
き 

65

【

　ち

　】

血
に
啼
て 
492

ち
ひ
さ
し
と 
433

茶
の
花
も 

297

て
ふ
〳
〵
や 

44

猪
牙
舟
や 

35

ち
る
罌
粟
に 

130

ち
れ
さ
く
ら 

74

【

　つ

　】

月
影
に 

257

月
影
の 

218

月
影
や 

139

月
き
よ
し 

216

月
曇
れ 

544

月
冴
む 

445

月
し
ぐ
れ 

308

月
の
雨 

229

月
の
出
や 

78

月
の
行 

226

月
花
に 

405

月
み
れ
ば 

223

月
も
只 

536

筒
井
づ
ゝ 

477

罪
も
な
し 

117

つ
め
た
し
や 

521

露
の
身
と 

199

つ
れ
立
て 

429

頭
を
挙
て 

368

つ
ん
ぼ
う
の 

512

【

　て

　】

出
は
い
り
に 
277

て
ん
ぽ
し
て 
81

【

　と

　】

東
西
子
の 

444

唐
人
の 

241

塔
つ
く
れ 

545

豆
腐
に
て 

129

灯
籠
の

　
　

明
り
で
み
れ
ば 

177

　
　

と
も
り
な
が
ら
に 

348

栂
尾
へ 

262

独
身
や 

140

歳
か
さ
の 

367

年
ご
も
り 

399

年
棚
や 

5

と
し
玉
や

　
　

ち
ひ
さ
け
れ
ど
も 

6

　
　

命
婦
の
縫
へ
る 

558

年
〴
〵
に 

7

と
し
の
内
に 

381

年
の
く
れ 

395

年
わ
す
れ 

385

と
よ
年
や 

375

鳥
が
音
も 

425

【

　な

　】

猶
さ
ら
に 

384

長
き
夜
や 

283

仲
時
の 

475

な
が
ら
へ
て 

457

鳴
分
よ

318

歎
く
な
よ 

506

な
つ
か
し
や 

200

夏
草
に

530

夏
ち
か
し 

110

名
ど
こ
ろ
の 

484

七
草
や

18

名
な
し
草 

245

南
無
大
悲
観 

466

【

　に

　】

匂
ふ
か
と 

75

憎
か
ら
ね 

434

濁
し
て
は 

135

二
十
一
社 

266

二
度
め
に
も 

337

二
百
年

455

に
ら
み
合
ふ 

275

庭
か
ま
ど 

4

庭
鳥
も

392

【

　ぬ

　】

ぬ
か
る
ま
じ 

341
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【

　ね

　】

眠
り
に
も 

569

念
仏
を 

473

【

　の

　】

軒
の
草
や 

583

の
び
〳
〵
と 
48

登
て
も 
303

縄
も
と
田
や 

16

【

　は

　】

覇
王
樹
の 

202

墓
の
月
や 

535

墓
の
灯
や 

175

墓
参
り 

174

葉
ざ
く
ら
や 

496

蓮
の
花 

158

畑
べ
り
に 

195

初
あ
ら
し 

170

初
雁
の 

249

八
朔
や 

212

は
つ
桜 

59

初
汐
や 

201

は
つ
蟬
や 

136

初
蝶
や

　
　

つ
い
て
あ
る
け
ど 

43

　
　

人
に
も
花
を 

42

は
つ
雪
に 

336

は
つ
雪
や

　
　

有
明
入
し 

335

　
　

ち
り
も
て
青
き 

523

　
　

告
む
と
す
れ
ば 

402

　
　

手
を
さ
し
出
し
て 

334

　
　

も
の
成
た
る 

522

鳩
の
居
て 

270

花
さ
け
ば 

459

花
は
見
ず
と 

82

花
も
ふ
る 

547

花
を
踏
で 
470

葉
ば
か
り
を 
145

浜
町
は 

359

は
ま
弓
や 

11

早
梅
や 

409

腹
を
た
つ 

469

春
風
ぞ 

50

は
る
立
や 

556

春
尽
ぬ 

572

春
の
う
み 

52

春
の
風 

557

は
る
の
日
に 

47

春
の
日
は 

46

春
を
待 

390

【

　ひ

　】

柊
や 

376

ひ
ぢ
笠
の 

580

一
す
ぢ
の 

427

人
と
な
る 

452

人
な
し
と 

80

一
舟
に 

217

人
ま
じ
り 

21

一
夜
〳
〵 

456

独
に
成
て 

498

雛
ま
つ
り 

567

ひ
よ
つ
と
し
て 

87

鵯
の 

538

ひ
ら
き
牛
房 

9

昼
が
ほ
が 

533

昼
迄
は 

92

【

　ふ

　】

吹
お
ろ
す 

430

吹
た
び
に 

194

梟
や 

312

福
わ
ら
や 

412

更
行
や

234

扶
持
米
や 

549

仏
檀
の

189

ふ
と
こ
ろ
な 

98

舟
の
り
の 

39

冬
川
の

300

冬
木
だ
ち 

298

冬
籠
り

　
　

瓢
の
中
ぞ 

332

　
　

枕
の
上
に 

330

冬
の
雨

322

冬
の
月

369

冬
の
春

380

冬
の
山

299

芙
蓉
の
花 

242

ふ
ら
す
こ
に 

163

降
か
ゝ
る 

333

ふ
は
〳
〵
と 

340
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【

　へ

　】

行
厨
の 

542

返
報
に 

481

【

　ほ

　】

蓬
莱
の

　
　

奥
は
宗
旨
の 

423

　
　

山
の
山
が
つ 
407

ほ
か
さ
れ
て 
374

榾
の
火
に 

364

蛍
火
で 

133

ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　

青
竹
を
わ
る 

123

　
　

こ
ゑ
や
わ
か
葉
の 

122

　
　

月
出
に
な
か
ぬ 

125

【

　ま

　】

米
珠
や 

45

孫
め
ら
に 

534

ま
さ
な
ご
と 

14

貧
し
き
も 

386

町
は
け
ふ 

352

松
笠
や 

324

松
風
の 

310

松
提
て 

15

松
と
り
て 

19

松
の
う
ち 

8

松
の
音 

414

松
の
香
や 

440

ま
ん
歳
や 

451

【

　み

　】

御
か
ぐ
ら
や 

362

水
う
み
に 

33

湖
の 

63

湖
は 

252

湖
を

　
　

う
し
ろ
に
春
の 

564

　
　

酒
に
す
る
ほ
ど 
363

水
涸
て 
321

水
や
そ
ら 

219

見
せ
ば
や
な 

238

未
醤
と
り
に 

581

未
醤
豆
の 

373

み
だ
れ
て
は 

132

み
ち
草
や 

36

三
つ
栗
や 

437

み
ど
り
子
の 

148

身
の
秋
や 

288

蓑
虫
の 

305

見
よ
が
し
に 

24

【

　む

　】

麦
粥
に 

570

麦
の
穂
や 

577

む
く
つ
け
き 

485

向
ふ
に
も 

284

む
し
聞
に 

207

虫
け
ら
の 

329

む
ら
雨
や 

205

【

　め

　】

名
月
の

　
　

あ
く
る
朝
日
も 

215

　
　

う
し
ろ
戸
明
る 

537

名
月
や

　
　

桜
の
林 

213

　
　

雪
ふ
み
落
す 

214

め
い
わ
く
や 

69

珍
し
き

576

め
た
〳
〵
と 

345

睴
の 

482

【

　も

　】

も
し
月
の 

225

も
し
蓮
の 

377

鵙
の
来
て 

254

啇
ひ
初

12

も
の
音
や 

103

も
の
よ
み
に 

54

紅
葉
て
ふ 

488

桃
の
さ
く 

100

守
山
や

371

門
外
の

23

【

　や

　】

薮
草
の

27

薮
中
や

167

薮
ぬ
し
や 

41

山
入
の

265

山
川
や

343

山
ざ
く
ら 

70
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山
土
産
や 

355

山
臥
の 

228

山
松
や 

447

山
焼
や 

55

闇
路
へ
て 

232

闇
の
夜
と 

327

【

　ゆ

　】

夕
ざ
く
ら 

72

夕
ば
え
や 

514

夕
食
に 

398

雪
垣
や 

353

ゆ
き
礫 

354

雪
詰
や 

350

雪
の
鳥 

347

行
と
し
や 

393

行
春
や 

111

行
水
や 

161

夢
も
し
る
し 

410

ゆ
ら
〳
〵
と 

424

【

　よ

　】

横
河
か
ら 

124

欲
界
は 

478

与
呉
の
う
み 

551

よ
し
垣
や 

186

よ
し
朝
の 

203

四
日
に
は 

101

夜
の
明
て 

67

夜
の
明
る 

113

よ
る
年
や 

394

よ
ん
べ
か
ら 

32

【

　り

　】

凌
霄
の 

159

【

　ろ

　】

六
道
の 

516

【

　わ

　】

わ
が
家
も 

206

わ
が
う
ゑ
し 

182

わ
が
涙 

358

別
る
と
も 

253

わ
す
る
な
よ 

508

綿
の
簀
に 

259

綿
ぼ
う
し 

366

侘
ぬ
れ
ば 

273

割
下
駄
や 

550

我
ば
か
り 

53



付

　記

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
近
世
後
期
京
都
俳
壇
に
お
け
る

芭
蕉
顕
彰
資
料
の
収
集
と
研
究
」（
課
題
番
号
１
７
Ｋ
０
2
４
７
４
）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

ま
た
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

文
部
科
学
省 

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
日
本
文
化
資
源
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ

ブ
研
究
拠
点
」
二
〇
一
八
年
度
共
同
研
究
「
花
供
養
を
め
ぐ
る
近
世
後

期
京
都
俳
諧
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
成
果
の
一
部

は
Web
公
開
中
で
あ
る
。

http://w
w

w
.arc.ritsum

ei.ac.jp/lib/rarebook/2/3/post-48.htm
l

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、
野
風
呂
記
念
館
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、

並
び
に
高
木
晶
子
氏
、
小
林
孔
氏
、
永
井
一
彰
氏
の
学
恩
を
賜
り
ま
し

た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

野
風
呂
記
念
館
本
『
古
巣
発
句
集
』
影
印 

翻
刻
と
解
題

─
付 

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
本
『
古
巣
発
句
集
』
校
異

─

発
行
日　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日

編
・
著　

竹立命
館
大
学（
非
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